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中 間 結 果 報 告

(標 準 アプ リケー シ ョン ・システ ムの研 究 開発)

　

44年11月11日

(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ン ター

標 準 アプ リケーシ ョン ・システム研 究会



'

.

..

`

↑

ー
ー

,
ー

し

ド

.

1

・

〔

「
'

「

」

9

.

1

「

」

も

,

・

'

■

.

.

.

」

「



J

〆 二

目 )'穴

/iよ し:]sざ

コ/∀/Sに お け る 生 産 管=理 ラ 入 テ ム の 位 置 づ け
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卜1ま し が き

NX中 堅 企 莱 に お・け る 法 権 萱 理 三 ス テA〃 〕rこ んな も の て 坊 ろ う》 一一一円一

こ 氷ポく の 半 佐 わ 足 わ 抱 主蓑 ク・ル ーづ・の 商 子 論 議 さ 惟 た 回 顧(才 力.こ こ に

中 間 報 法 主 退す に 当 セ ブて,こ ρ 百顧 戊諏 だ 全 に 解 萌 さ 味 聞 ・と い ろ と,戻 ぱ

甚 釣 ヒ=も と な い 段 階 で あ わ 。

、生 産 管 理 とぱ 右「ガ・了 〃

漣 三章 暫 理 ジス デAと は 栢 介 ㍗

・X中堅 企 業 巨 ば と ん 忘 特1責 炊 あ る 力＼?"

"中 堅 企
ト業 の 生産 管理 三 ステ ム め 特 蔭 ぱ マ"

と い ク た 順 序 で 討 議 噸 恋 し検 討 在 し(耗 パ"一 一ー一とは … エ 励'と

〔＼っ た 結 論 ヒよ、禾f乏 し と い っ ≠乏状 態i…(セhる 。

后 之 て み ゐ と、骸∫る 書崩ミで ぱ こ の よ う た工大 き ほ桔↑題 に ひ と こ と延 い え る よ

う な 結 論 菱 未 わよ う しす る のバ ビ 巨 い 無 理 で あ る とも し、セ ゐ 。 心 素 に よ っ て

は、,}圭 産 管理 そ の も のノN経 営 きの 七 の で あ ゐ とい う 擬、心 も あ りう る の さ 鰺 る・

状 況 菱 極 わ(限 定 す 粕 ま 々 ら 小 の 答 は 求 わ ら れ よ う.じ 介 し 之 似で は あ る

特 長 問題 の解 とXgる アご け 蔓 」5-),こ(、 と れ借 十 分 に 意 義 の わ ゐ 二 と桧 と ぱ 思 う

禦.標 準 、で>tr-一 ジ とぱ 后 ら 億n。 こXは 中 間 報 告 を 弐 とめ 肯 現 在 も 尚 汐 れ

わ*(ig悩 ま在 て い る 点 ぐ あ る 。

こ の 中 間 報 告 は ひ 下6章 よ り構 成 さこれ て い ゐ 。=0矯 蚊 は'実 は 中 回 報 吉

と して で'は 『百く 鳥 総冬報1吉 のラ杉 ヒ しr之 元 文.i三モ)の乏3老)7.)。 しプ]＼し,章 男}/:'分 担

在 し(各 自権 業 安 し邑 と 二 ろ わ 胚 わkク りし一フ・の竜 志 統 一は 赤 巨s十 ・分 で 伝

い こ と 梨 割 聞 しK-一・。 ・E7ル も し＼〈っ カ・の サ フ・〉 ス テA己 ρ イ分担 を し<=デ ィニテ

イノレを決 め てiミ ‡三はず0も め力ぐ,髪 の 恭ゴ互 髄 と{＼ う点 口 少・しも ま ピ ま っ て

い な し＼とい う 状 況 で 膓 る こLも 判 っ セ.し 介 し.こ れ に は こ レ回 ＼ら 後 半 の課

題 択 非 常 ヒ 明 確 に 旨 っ 乞 ご と と を 意 味 す る も0て も あ ゐ ・ そ こ で㌧ 二 の中 回

報 告 ぱ こ う し 巨i隠 伏 宏 芝 ρ ゴま の 形 て 率 直一に報 告 す'る)に ヒ ヒ 日フ(.ば ・‖灸 わ 〕K

わWに 銭 さ'K巨=の 課 題 を 解 決 す ゐ こ と.)(全 力 を傾 注 し た いUIIQう 。 之の だ

め七こし・、ま>6の イ乍三業 分担 ∂つ方 法t])フ変更 し ・之,▲ 員 て己ひ ヒっ の も()を ま と めゐ

方 向 へ 進 み 嵐 ＼と宕 之 る。

21>M已 に 志 げる 生 産 管 理 シズテム の位 置 づ け

2./房 状 に お、け る 庄 産 管 理 シ ヌ ラ・ム の 同韻 点

(/)



2、/、/生 産 管理 シ ス テ ム の胚 箏 柱

現 代 の 福 羅 臼 産 業形 態'企 業 壱1グ)i窪箪 の 激 氾'フ 「一 トメ、一 シ ョ ン ヒ

よ る生 産 古 式 の麺 七 環 境 ・閃 兄 ・培 天雷 は,願 瑠 ヒ ・ほ し い 已 き に 釦 、製 品 を,

ぼ し し＼捻`け,硬 く 〃 提 供 つ一ゐ て と を 国 難iレ乏 して い そ～.二 〆フE…め.企 こi業は,こ

の顧 客 の 要 言 ピ ー ＼柏 二 して 正 じ ら)貨 る 力＼否 ・回 い 企 業 の 成 長 嘉 辰 の 唯 一 の

残 蔓 久 た道 と 旨 っ て茉 を 、

こ の 結 果.企 業 は.自 分0持 つ,金,ノ ＼ 材 料,設 備,構 報 を い 力＼}(有 効

に 組 合 彪 せ,二 φ 冒的 互 違 鼓 する 廷 め に 最 も 劾 爽 ρ あ る 管理 体 制 五作≡り上

げ な け 壮 ぱ な ら な い 必 要 祉 水 陸 じ 乙来 た 。

て二の こ とば 、 ・x親方.日 わ在 的 〃旨 履 く の 管 理 で は .対 処Gき な く 捻 り,

組 織 ヒ よ る)ス テAヒ(、(0管 〕麺 を 座 票 レ守 る よ ろに ね っ一号。

4

ρ

2/2在 在 管 理 シ ス ラニAヒi要 ポ さ 壮 ろ機 .能

生 佳 管 理 ご ス テAに 豪 未 さKる 被能 と し之 ば,斗/)c生 産 管理 と し之

の旨 底 頂 価,納 額 に 対ナ る 機 能 と し て の.日 蔭 計 画,工 程 千 順 計 画,貫

首 計 画,材 料 ・部 冨 ρ購 入,毎 〕重計 画,外 注 計 画.原 価 予 算 の立 凛 な と⑳ 藷

計 画 と 喫 際 ヒ 之Kを 遂 行二す る 上(ρ 作三莱 指 示 遂 行」過 程i、(rAsNける進捗 管 理,計

画 と実 績 〃対 生 に よ る 差 の 測 定 を づ イ_卜 ・バ ツ 〃 な と斌 含 ま れ て い 頂 け れ ば、'

貧 らな い。

オ2に 管 理)ス テAで あ ゐ た め に は,neptし 一 ロ。-s2z_4()z2bl・.と し、

三〉素 か ラも 計 画 巨 よ ク ぞ 実 施.統 制 さ2《 匂 も の は2尺 のi?/m.・,・t、や レo}て,4(之 己 て

と し 《結 び つ く よ う 巨 巳 っ て な く マ ぱ ほ ら 広 い.

半 引2,企 業 環 瘡 は,情 ヒ亦 化 して1＼fOの(},固 定 し巨 皆 理 方 式 で は,姐

実 と の 遊離E招 く ぼ木 リ(,剥 憎 ㎞ 恒 〃ruい も の 已櫓 っ て し ま ラ のZ,と れ

■ 環 境Dhll5イ ヒに順 応 出 爪 る よう ほ ダ イ ナ ミ ッ クぽ シ ス テA6な ヒナV(は}竜 ら 旨

い 。

ヤ4ヒ,生 産 管 理 シ ス テ ム は,他 ρ類 臥 億 三 て テ へ と 異 憶 リ、xN物 の 瀧 把

を 通 し て 、 乏 ご ヒ 絡 ぱ す ゐ 薩 た の 宿 報 古拒 み 管理 レ よ ラ ヒす るoで あ ゐ 木,

nigkYrしZ・X物 の流Mん 已"情 報 の 流 江 〃亦 遊 離 し 爪 ち 建 ち る の で 、 ・x物"

と ㍉唐 鞍 〃 をt＼ か ヒ 結 び つ け て管 理 す る 力∀Nつ てrきな'問 題 と侍 る.

w5時 庭 管 厚 三スi"tAも ■ 勧 旨硫,財 務 岐 嬬A!kkN・ ・の 管 理 ,シス

テ ム 』筒 緑 企 業 内 の,っ の機 能 乙 あ る の 乙_↓ 也 の シ ス=テ へ16の バ ラ〉 スo

上 に 殼 …許さK白 け 足 ば 揖 ら ない 。

♪
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ユ/3生 産 管 理 三 ス テAの 阿 罵 点

壬 産 管 理 三 ス テAの 現 況 に ㊤ け ⇔ 画 題 点 と し(は 、

(ノノ へ か ピ 適 正 慮 ξヤ 画 亙}旨 る ノK

適 正 言 詞一画 を作≡鼓 す る 丘 δη1ニ ドと、1安 田 さ 氷 る テ㌧ 夕 一 の 正 欄 些,管 理

の しベ ル が 固 題 レ ロ ⇔ 。=デ ー 勺_の 正F笛 性 は,古 茶 幻Z"け デ 一 夕 一一ーift細

分 白 丁 る と 云 う 斎 ご ぱ た く,決 わ ら]足 任 管 理 し ハい しに お・い て 工 確 危 手'/

タ ー を 得 る よう ド す る=と を 蒙t旅 寸 ゐ.

(ユ)い が1(早 く 情 報 を フ ィ ーVノ ＼ ッ ク す る か

得 ら1/い ぎ唐草ミ(言 卜画,実 績 養 更,{疹 正 信 ど・)を い 小}(早 く ブ イー ド

ベ ン ク し,つ7ク シ ョ き〆ヒ し 芝 煮≦Ot・っ1つ る ナ八ナN固 態 と 『吾 乏)。

(3♪ ラ㌧ 夕 一 一情 報 の 一 目 処 理

各 企 業 に 毎 け る生 産 管 理 シ ス テA〃 問 詰 道 程 ぱ,日 程 計 画 材 料 購 入,

在 庫 管理 、 ± 数 管 理 ・原 ㎞ 管 理 蔭 ど そ の 糠 .能}(二征 し(,三 スラA左 詞 桔

し て 赤 巨Xcめ 、 そ 孜 ら0宕 サ ブ シ スラ ムk棲 鴇 さ れ 巨 り.利 用 さKる デ

ータ(伝 票))尋1庸 報 が ,ご2次 そ・xDa)フ ジ ステム=・ レヒ 修 ら次 、利 問 ざ

)Kて 赤 た のZ、 老 の 中 に は4<、 グ)箪-復 し后 情 報 旅 物 っ 巨 り.実 桓 っ 巨 処

理 ヒ よ る 情 報 精 度 の・＼ラ ・ソキ永 生 し せ っプぷ の憐 釈 ぷ 無 駄 ヒ 盾 つ 巨 り,'

ア ク シ ョ〉 と しZ結 ひ っか 旨か っ た り し巨 の で 、 こ 散 らf?無 駄 を は 思 い

た 一 貫 し ピヲ ー タ処 理 の 必要 性分ぐ尚 題 と起 っ て 茶 巨 。

(4)し ＼が ヒ し(
、戦 略 的 急 〉 ス テ ム}乏 す るか,

従 来 φG産 管 理 ぱ ・出 禾 †三も のEfikttめ ヒぱ 柘 るイ刻zド どう 有 るべ

き 介"と{＼ ろ 固 題nら 最 近 は 、 ここ)μ巨け 売 る た め に は レ ろ す る か 〃 と

云う 戦 略 的 は 色i彪 力＼強 く 伝 っ て 来 セ 。 二 の 巨 め 言 ス テAと して も フヒ・ベ レ

ー 〉 ・ サノしな 旧 題 ガ・ら よ り 砕 一 ジ メ ン ト ぽWもT
・Ave・-bilt、)の レベ

ル のも0を 含 ホ 拡 大 した 七 の ヘ ヒ変 化 して 未 巨 八,こ)Kを ≧ ス ラ ム と し

之 と ラ把 之(い くか が1古1ξ8ピ 怠 っ 之一・赤{三 、
4

竜 2/、4生 産 管理 三ス ヲ ムLコ 〉 ヒ・ユ 一 夕ー

ご れ ら0庄 麓 管 理 上 の尚 題 点 を解 決 す る 道 冥xtlし 之 コ ン ヒ。ユ,ノy－

の 剥 培 釈 さ ひ ん ヒニな っ て 末 だ 。 特 に 、旨程 表 の 権 威,進 ‡歩遅 足 の 草期:経 頁

葺 通 口 ・ソ トサ ィス の1×是 、貧 相|蚕 注 在陣 管 理 、機 会槙 決 の 防 止,需 要 二予

測,原 価 管 理,生 産 性 の 知 計,ク ・日 夕 クト ミ ッ クス ほ ピ ⑳ 量 〃 デ ー タ ー 処

β)



理 互 已 嚢L・ し/と リ テ ー タ ー 、,・tA－言i十 垣 と・葉 鯖 硬 氾P頂 延 し7び け れ ぱ な

⑦ な い 分 野i£ 中)Lと し て ,コ ン ヒつユ.一 ダ ーA利 再 主 託 て い ゐ 。

つコ 生 産 管 理 〉 ス テ 今c・り今目 的 あ リ方

2、 ⊇./1圭 産 管理 『シ ス テ ム の 大舅渉日

雇 左 已む け ζ〉生 産 管 理 三ス テA玄 統 合 し巨)ス テ ム へ 〃転 換(5'x

夕 ー べ ース の確 立)や 従 来 の 横 距、(生 産 性 や 総 計 廷 鍾 巳 じ マ イ ・プロ の問

題 左 附加 守 る に 法 と・ろTKぱ よ いづり＼之検 討 し(い る 段 階 ヒ あ る 。=二1ら は

コ ン ヒ。ユ 一 夕ー の ハ ー ト ウ エ づフー の重 歩、発 展 〉 匿}辞 ヒ 長 丘 急速 、三発 辰 レ て

※ ち コン 亡 ユ ー ・9一国迎 蔵 書{ρ ラ副 用 ・M工Sづ 、一 ム、厄 ヒ1(剤 激 され(急 激

に 推 進 てΣKる よ う 已 ほ っ 《 末 法 。

フ22総 合・〉 ス テ ムXaし(の1圭 産 管 理 ジ ス テ へ

庄 産 管 理 三 ス テ ヘボ 名 波 能 魏 の サ コ・言 ンζテ へ 左 結 心 し 巨総 込 的 尽 シ

ス ヲ ム と宿 る の に 三F汚 し( ,心 素 内9?他 ρ 〉 ス ラ ム(販 売 財 務 ・枝 術 ・

人 斬 ど)と 統 飢 疏 議 しパ)し の総 合 〉 ス テ ム 雄 る}腰 性 に せ ま ら

尺(二 森・(い る 。

こ の 結 果 ,庄 産 管=厘 ≧ ス テAは 、起 こし 侵 一 つ の 》 ス テ ムLNし て で は 庖

〈、.企 業 内 の他 の シ ヌ ラ へ と筒 褥ミ、 一 つ ク機 能 を 嘆け ‡寺 っ汁0フiナ フ 〉 ス=テ

ALし(の 展 刻 左ぱ 髪 す も のに 変 ル～し(し ＼<=事 に よ り 、綻 来 の 戦 術 的 旨 シ

ス テ へ か ら よ り総 合 的 な 意 志 決 定}三 和 屠 出 禾 ゐ 戦 略 的 垣)ス ラAl(二 項 心 し

乏 い く 。

●

フ2β 生 産 管 理 三 ス テAの 本 震 とrデ ー タ・・一:ペー ス

こ の よラ な1主 産 管理 ミ ス テAの]釣 ヒぱ.)ス テAヵ 績 域,'宴 本 的 巨

石 土 方,処 理 の仕 方 な ど ヒ 亦 舷 左 与 之 て 未 だ 。

こ の こ とは ,経 営 活 動 に む い く 発 生 し巨ヲ 一 夕 ー 乞中 央 廷 榛 中 的 に 管理

し、体 系 的 に 整 理 す る こ と 亡 よ り,之Mど 八 の 経 営 階 層 に延 し 巨 楕 報 、を提

供 し よ う とす ゐ も の ξ 、従 来 の 生 産 管 理 ・販 意 管理 ・財 務 管 理 と云 う 三 ス

ラ ム の 境 界 線爪 不明 確 忘 も の と な る 反 面.組.織 階 層 別 口 し ぺ}し 一 閲 之 ぱ

フヤノマし一 〉 ≡ヨナ1し 旨 し・＼iL〃 樟1題,ミ ヤぐjLぺ 吉ζ一 〉いXン ・卜＼レノ＼ノレ の 海 員き,

トXNノフ.マ ネ ー ジ)ぐ ン ト レベ ノし の 后]題 右〔とL、-1・izよk)必 要 橋 報 の迭 刻 め 眞基要

性 左 生 じ(素 た 。

ノ 方,ヨ 一 夕 一 石 難 中 的 ヒ 管理 す る泌 薬 方・互 全 乏 の 必 要 樽 情 報 爪 取 り張

せ る よ ろな テし 夕 ーベ ース の 必 要 性 斌 生 じ 《 赤 巨択,=朕 ぱ 従 来 の プ 〔 レ

ケ

ζめ



,

〆 シ ヨ ヨコし息.し ベ ル の 子・T'一夕一:2一亘馳碇 と二し て,体 、系 的 に 整理1し ご ▽ 刀で:

従 来}づ＼上 に 標 準 化 と1＼ろ 同 理 つ＼書 套 にほ っ こ末 倭 。

ゴ1三.管 理 ヒ 対 す る 君 主 方 も,フ 中で し 一 三 ヨ ナ ル な も の か ら ド ノブ・マ ネ

ー ジ メ 〉 卜 φ も の まで 一 質 し た ・も φ 択 要 求 さ 渡 る よ 三 七旨 っ(赤 る
。 こ の

勘 磯 網 二 よ ゐ 区 奔 と首 綱2よ:と 心ij'に 滴 融 末 かAう 臼モ ジ ユ ー'L・iki[K・

広 一要1乏 宕 っ こ来 る 。

与国.緩 々 バ 賑 リ 上 げ 壬 生 ・産 直 う壁 三ス デAも,二 刀願 意 一 段 し ピ流kρ

中 で 、,各 階 級 刻 に 込 票 怠 惰 報 が 堤,侠 虞振 る よ二う槍 モ ジ ユ ー}し 叱 と企 業 経 営

活 動 ヒ お け る 一 貫 し]ろ子ニ ダ ー 処 理 に 共 掻 の ス ケ ー ノし ヒ し て 煮 え らkろ 源

価 〃 を 中 心 ヒ し,さ ら に 従 来dT)N)L廉 価 玄 管 理 す る ・ とい う 静 的 恒 三 ス テA

ξ な く"原 価 で 管理 をす る ・ ヒ 去 ろ動 的 旨 シ 久 テA左 走 成 す る こ とに し2。

23∫ フ/sと 生 産 博琴…蚤

4

2、3、/力/sに 対 す る透 字 右

記 米/ワ/S使 節『団 団 よb>〃/S堤 壱"は 企,素 経 営 者 層 の コ ン ビ。ユ

一 夕 ー 利 用 に対 す る 積 極 性 乞薩1り 、 矯珠1ピ 粁 代 へ の打 聞 づ け を 示、し 巨 が,

M/S然 翼 ・体 山 守 法 廷 ほく 壱 え 芳(思 檀)で 坊 るた め 、乏)k五 推 進 す る 担

当 部 口 ρ 管 理 着 這 ス タ ッ フ に こと{ま ど し＼〃 を与 えた 氷 、 ≡ の 後 来 固 に む け

ろ 〃/Sの 実 態 旨 ど 然 判 る に っ 状 ,よ う や く 地 に つ い 陵も のtし て 動 吉 官

治 う と して い そ9。づ「旨 わ ち,M/9左 マ ジ・ッ クホごッ ク入 約 匂 も の9Ptら 、・顔

爽 ⑳ 固顯 と して の デ ー ター ベ ース の 確 立 、 乎『一 ダ ー 〃 分 粒 情 報 の 検 索 な

b・oeE;立 を通 し(.企 業 内 の 樗 報 知 ＼づNご 体 系 叱L,戦 略 的 な 機 能 をagis

さ せ る 苅＼と云 う ジ ス テ ム 走 り1(瓢1ピ し て禾 て い る 。

之 こ(.M/≦ とし＼ろ 様 嵐 日 動 を と も ほ っ帳 〉ス テAに お・い 之 は 、単 に

∠剖迄4)撮 億、量 と力＼コ ス ト とか い、ろ よ う 丘 静 的后 環 象 に も とづ・く 評 価 ぎ はk

<,梼 報 左行 勧 に 移 す 巨 めに 勤 的 忘 も の)し て 販 帳 ろ 函草 木 超 っ巨 一=の

た め 庄音i楕 報 、に8,い ごFJ.慣 一書 の 校 庭 とと も ヒ=裁1致 非 情 に ぺ き 忘 ラ=〔

イ ト 左持 つ よ う 巨 捻 り,庄 産 能 力,在 庫 葺 用 な ど0分 ポ「や 収 益 性 生産1ぱ

な と`0木粂言ヤそう吉ト函'実:毒 ミ・ノ文ミ更 ・陵ミ正}言、ど 〆フフ イ ー ド ノ＼ッ ク、梼ζ構 の確 立力・〈

盲 嚢 と急 っ 之 未 巨 。

2、 ヨ、2〈 ブ/Sヒ=む け る 庄 直 管 里 言 ス テ ムa)位 置 づ け

生 産 管 理 三 スrデAぱ ,/Vl/Sと 呼 ばkゐ 企 業 し ・ヘ ノし の 総 合 三 ス テA

dフヒ#の ≧盲嚢 た藪戟eぎ 玄キ寺つ 一 つZ)サ ニフ 三 ス ラ・Aと して二位 置 し,調 達 一)圭…壷_

(工)



互 庫 一 敗 走 とい う 一 連 の 争 ロ ヒ ス に っ い 之,一 貫 し た 矯 載 江 理 ε中 バMし

て よ り高 庭 子 去 を 済 い 隆 ,前 口 ・き 、ヵ 水 制 の 三ス テ ムL巨 ク(い く と 履 …ラ。

こ め た三め,問 題 解 お午の ㌍三 めP"人L枝 城 〃 ρ対 決,組 織 の検 討一、 コ 〉 ヒ。

ユ 一 夕 目 高 や 国 主 披 露 の組 合 せ,后 七 八 問 題 と信 っ(莱0ノ)で は 伝 い で お

ろ う ナト 。 ・
{

3生 産管 理 システム の基 本 的息着え方

(原 状 の 問題 点 左 中}じに)

3、/フ 。口 と ス ・コ ン トヒ}_ルiを 中 企 ヒ し た シ ス テ ム 姥 の 限 界}(ク 〔、て

8亡 夫 、ま,=ゴ ン トXゴ ー 〕レ し・べ1レ

を 中 心 とし 巨 アブ・巳 一 与 炊,庄 産
フ司コ ダ η 卜・マ 十 …ジ ソ ン ト

管 理)ス テA此0中 世 課 題 で 坊 一 座 産 管 理

左三。___5つ ⊃ヒコセZス ヰ丁}ヒ弍≡養 し

介 も1こKと 云 ク 老 子 法 的 巳

xxl決 δb寺"衆 ほ い ま ま ,試

行 錯 誤 的 な ア つ。巳 一 チ ρ

ルー口

、

ト〉コ勘ク
絃雀口

庄
?

ルートンコ
制

ス
縮

セ

程
白

玉

プ＼
＼
「

繰・随 唖 鋤 毛Lジ 灘 扇自 叫
一ーー一一ー一方－br工 法 中1亡 主 義1

し亦 ゐ に.今 や 乞 う し 彦 ・xっ。ロ ヒ ス 耳r止 ・'>9装 本IL〃 由 口 丁 フ・巳 一 チ の

みSは,庄 産 管 理 シ ス テ ム の効 果 的 ぼ 鍾 鴇襟 期 痔 出 来 ず .txし ろ 生 産 管 理

シ ス テ ムノkの 本 直 的 屋 固 題 解 決 旅 匠 葺 〕に な っ て 来 た.

_濤 土 方 中 心,一 マ ネ ラ メ ン ト(一 「・りス ソ マ ネー ヲ・メ ン ト)中 心主 黍)

真 体 的 に は,法 言 管 理 頂 域 ρ拡 大 幅 で 坊 ゐバ.梼1三 生 産 三 ス3A左 中 止 と

し巨 梅 ρ 基 本 シ ス テ ムLρ 相 互 ㈲ 榛(三 フ＼テム しバ ル)択 之 の《ぐ イ ン ト 已

ほ る 一

・枝 術 シ ステ ム と 佐 童 言 ス テAと の 関 係

禦 昌 ㈲蚤 体 制,鉄 炉 ρ量 産 立 上 リ 体 ㎞ 左確 立 し ソ 、一 番(う ま く や る

方 法"を 指 向 す る。

・廉 竜 三 ス テ ム と1圭 産 ジス テAと の 関 係

需 要 疫 勧 へ の 即 応 粧 左君 主(

ミ製 品 中 世 主 義 ぷ ら 部 田 中}止 主 義 〃 互 指 匂 する 。

レ

ζ6)



,

、

ヨ、2権i示 型 生 産 管 理 川 頂 界

娠 来 ρ 庄 庭 管 理 ∈DP三 ス テ ム は ,指 示 型 コ あ フ 巨Lい え る.

し 力＼し,販 売 面 η＼ら の 需 要 哀 動]`新 境斐日 開 蚕 草 束(ス へ。ツ ク の 力 榛 」ピ)フ つミ

yyく1己 っ てrと 巨 現 在 ス 辻 ,t＼ 介 に 恒 要 旨 情 報 査 章 く しK標 し こ,計 画,統 制

面 仁 反 映 さ せ こ ㌍ 〈 か 択 そ ρ ・ヤ ィン ト と ほ る 。

真 体 ぽ腫 は

・デ ー タ ・恥 プ 旨 報 へ の 変 換

・計 画 シ ス チAL実 施 三 ス ラ・ム ρ ペ ラ 〉 ス

・二"一 夕 ベ ー スva確i立

・梼 萩i(デ ー ・y)t]ヌ 砦ミμフ効 率 ノLコ(信 頼 _y物 の 流}て の一 テ己オヒ 〕

巨 ヵ＼芝 グ)回 護 解 決 の 中}∪ と旨 る 。

ヨ ∋ 生 産=1ス ト の 上昇

・ ら 口 に お け る 労 務 費 の 高 騰 、 濠 ひ 壌 冨 の 勿 榛 止L按 宿 草 新 の 進 展 に ノ伴 旨

ろ イ嘗 去1丁費 目 椙 〃ク増 大 に よ っ()ト 蔓ノ}d≡目勺ヒ 目三陸 二rフ＼}＼は ,上 二扉 し っ っ 友フし♪,

蛍 ヒ 枝 振 の よ う 同 割 匝 麿 理 工 せ,コ ス ＼ 上 昇 を 眼 収 し え 惹 く ロ っ(末 巨
・ク

・ ＼原 価 さ 管 理 〃 す る 体 制 の 確 立:駅 胚 暴 .とほ ζ).即 ち・従 来 〃 よ う は 単 に

、原 価 底i管理 す ゐ ク ソぐ は な く
、 £ こ の生 産 箇 理 面 に お・け る管 理 状 態 五

"原 価 ζ 評 価 し
,緬 制 に 反映 さ 七 詞 三 く体 制 り躍 垣N必 要 さ あ る。

ヨ写EDP三 ス テ ム ρ 懐 中 蘭 留理 方 式 の 限 界

・生 産 管 理 ,ilf.庫 管 理 茸 ρ シ ス テム グフ運 けn化 、 自 動1い フ込 蔭 吐

・生 産 菅 理 重 用 コン ビ・ユ ータ の ら季 世

・分 散 的'簾 中 管1里 方冗

筆 の 族 討 木 庭 蚕 と 白 ろ 。

(ク)



4.中 堅撤 繊 工業 に お ける生産 管 理 シス テム

4、/tP竪 歓 織 工 業1の 特 箕

4Z/'中 堅 企 業 ♂〕概 念`

=ρ 藪 壱の 主 頚 ぱr中 堅 機 械 工業 の潔 葦 ア ブ。リ ケ ー シ ヨン'ハo・ ソケ

_ジ 」で わ る 。2お よ びへ3を わ け て 中 堅 瀕 械 エ 業 の 分 搾 て ど'ク 姦ゐ が を こ,

こ己・み て 行 くた きクに.、 中 堅 壊 滅 工 業 を 明 ら か に す る 。

中 堅 どぽ 章な・る咋 ホ 企 業 で な い が1、 総 合fsyr6Tカ の 面 で 国 民経 済ニシズ テム

の申 で 中 位 に ある 企 業 を 指 す 。 カ を 測る の ピ 色々 な ス ケ_ル がごあ・るが 、 一

飯 的k二 中 八・企 業 ヒぽ 億 ※ 員 数 叉は資 本 金 か ら み て い ・る 。 ここで"ぱ 若 干 そ れ

よ り 大 吉 な 企業 を想 定 して いる 。

捲線 工 業 は 広 義 で は 教 整 正 詞 ○ 丘L・ よつ な想 え 方9tlaて い る が,狭 義で

1なエ牟 機 鋪(工 考装を 才着す 場 合・もあ;る 。 こ こで は/Lx;Slrの ろち6り 一 つ を と1フあげ'

③ こ こで 塚 づ 中 堅 鐵 鋪 工※ ピぱ 資 本 金5へ30}万r4位,笹 葉 員 数300

～ ろ000人 竈i度 の 電 薮 工業 を 葱 在 して い る 。 そ の 理 由 は 、螺 濠イヒが め る 程

度 壷 せ らレし一(い る か 、そ ルしに ま寸す る 姿勢 を本丁ら だへ」す …緩境 かごあるrこ と,そ れ

に 組 立加 エ な ど の 一塵 の サブ シス テ ム が 揃 っ で いゐ こと な ど か らで あ ろ 。

こ の 把 握 方 法 を以 下 の嫌 な 〕類題 が"錬 る.

4、 入2中 産 織 ヌ戒 工業 の2重 構 造 の'間 甕負

企 業 の 生 産 誓 痩 シス テム を諭 すゐ さ い,ぞ の 前 震 条件 で ある 蜜 境

を ・分者9乎 価 する こ とか ら み葛M)な け1}・しば 痴rら な い 。 と くに 日本、の 場 ξト之 こま

で 立 ら入 る 枯妻 が'ある 。

中 産 企 業 の2董 櫨 造一挺 を市 場,眩 い て 生 涯 の 顧 で 把 之 た 競 合,色 々 な 意味

て・そ れK対 イ立する × 企 業 と の 関 係 か ら、2つ(の ダKフoグ)'t中eg企 素一の 濡 さラヲ

がみ つ け ら れる,

一 つ は舷 自 の 裏 門 分 野 を砿 立 の 体質 に 合 わ せ て 、生 産販 売 活 動 を す る タイ

プ 、寸、ろ 一 つ は 大 企業 の 生産 品 種 に 直 結 す る 分 野で.× 食素 の 生産 販 売

に 紅 唇 的 に 適 応 さ せ な け ノhば な ら な し・タ イフ・.前 者 の タ イフ・ば く綴 りに

Aの ク パ フわとい う)は ある 始 点 ま で ぱ ヨ‡競 合 的 な 量 的 補 完 関 原 に 立 つ が.

× 食 素 の 多孫 叱 お よ び校 術二朱 淳 の 向 上 に よ っ て競 争 関 原 に 立 た せ ら れる 。

後 者 の 夕 λフ・(佼 りに ち の 列 プ とL、 う)は 、 よ り2重 庸 造 を浮 彫 川 三 さ

せ た 土の で 、 × 企業 の クッ シ ョ ン 豹 肢割 麦虹 わ さ 収 て い る こ とが 少・くな い,

しか斗 、な お・憩 い こ と に複 数 大 企業 を二各 々頂 点、と する タ テ 割 り の 企業'茶 剤

(8)
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●

、

の締 め つ け が きび し い 。

A、 已 の 西 新 プ しも に 、さ らに 篠 巨魚 数 の 企 業 のtr.一 ピ ラ ミ・ソ ト轟 波

を 形 づ'〈oで いる 。ピ の 中 ヒ 葉 数 の零 細 企 業 を 含 んで いゐ ところ に 百本

の ヰ「墾撤 撤 工 蒙1が 茸責 っ てい る .「祭い 簡頚 魚 が'あ ろ.

乞 由 な 、i麗 実 に 中 壁 擦 撤 工 業 の 生 産 歳 泣 の 閣顯 、強 い・て い之 ば 、生 産

音 程iン ス デ ム に 込 及 ぶ 大 ごな1類 題 で あ.る 。

詳 細KヨK、 以 下 の 腫 青「に 出 て くろ バ 、 例 之ば'、 満 更な 生産 計 画 を 立 「(

らA・Lrbeいほ ど の 弱 い 企 業 群 の護造 や 」-LS約 擦 違 化 を 阻む 強 い 企 業 家 列

な ど 閉頚 点 が'山積 し『て いる 。

立 派 な 生産 彦 窪 シス テム で す ら こ の よ つ な 前翼 条 件 狸 蠕 しな い か ぎ!)

深 して 効 累 抗 ろ じ の に は な()。

ろ・ろ3時 董 櫟 戒 工 業 の2重 織 豊 の 慶 容 の]≧ 黒 八生

乙 重 病 造 ほ 実 は 六 食 素 に ヒつ て も 真 剣 に 対 延 づ べ＼さ 閣 題 と な/)て ご

て い 冶.

そ れ は 、 〉欠の3点 に 毛 と の らit'Lよ ら 。

o裂 ξも殻 菅この 多才莱/t(,と モ.ミジニ_ノ レ・1ヒ>

o慶 と・イヒし て い ・る づ ス}＼ へ の 誌 按

c幕 虹 と く に 間 ・題 と な り つ つ ち る 宿 碩 λ生

こ の3.意 を 舌 苔 「丁ゐkWl'Zは 当 然 早 暁2重 縁 迄{£ 変 辛 し な け 山 ば な ら

雇 いaそ/山 ま 穴 金 紫 の シ ヌ テ ム 的 な 統 合get咋'小 企 業、・丁香 戸引 ヒ綴 含 化 と

に り箒す ろ 。

物V4面 で み)tu:k"、 衰 呂郡 蚤 の 系 重 虹 、 衰.違 化,II5ら に 垣 下 けいて て れ

を つ く り だ'す た わ の.生 農 民 孫 、 企 業i豪 貴 に ま で 及 ふ・.

金 紫 房 の 面 で み 札 は㍉良家 の 穴 企 莱 味 到 下 の 群 小 全 文 の 統 合 化 、 協 素 化

ご あ り 、 汎 同 穴 企 業 と 専 門 百 八 公 案 〉 の 薪 莞 爾 係 の 整 備 で あ ろ 。

こ の 報 ≒ち誓 は 、 生 涯 管』翌 シ ス テ ム バ 中 心 だ バ 、 上 記 の こ と を 念 頂 に お＼

〈 ベ ミ こ と、を 付 記 し て お く.

4、/4∠ 中 蜜1燃 糠 工.菜 の 庄 屋 管 理 シfxヲ ム の特 質 と 間 題 意(こ こ で はBタ

イ7・・を 想 定 。)

の 生 産 管 理 シ ス テ ム の 特 質 一 を の/

俵 属 底 扮 問 題 を い ぼ)げ ゐ 、 と く にsの ・94プ の 中 堅 の 擦 娠 工 業 に こ

の 碩 匂 が 強 い ・ 二 の 婦 フ・は}時 定 ハ 系 列 規 食 素>>も に 栄 え 、 麩 蔵 し(

さ た こ 〉 に 起 因 づ ろ.其 体 的K.は 求 の 各ぶ で あ ろ,

(9♪
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・ 絞 帰 寂 資 の 鉦 腐]生

・ 尽 混 企 画 〃)定 言 柱

・ 庄 痘'法 定:呑 助 で ノ)従 辰1ノ佐

・ 逆 産 管 理 で・の従 属 性

'頂 術 闇 尭 で 八社 夜 牲

'穴 庄 ・会 計 百 で の 従 属 性

逆 に こ'つ い う従 属 性 の 上 に 日 本 の 産 業 言 違 が'で さ 上 っ て い ・る 、、

そ れ が'2重 毒 ・蓬に 量 的 問 題 に つ い て 穴 さ い 匿 ヒ な つ て い る 。

己)生 産 管 理 シ ス テ ム の 特 質 一 之 の2

殻 蓮 佐 の 閉 頚 を と り あ ゲ ろeこ 　!は 之 の7別 菜 薦 椎 の 開 題 と 裏 矩 を な

す 。 こ'に に は 沃 の こしの が 考 之 ら れ ゐ.

'大 約 組 織 面 で の 後 逸 桂 。 汚 液 会 社 の 瑛 を 出 な いLの が'多 し、.

・ 生 産 装 備 に お け 万 後 逸 佐 。 近 代 的 な 設 備 よ り ↓ 労 功 紫 紺 的 に 企 業

権 動 を 維 搭一し て い ・う こ と.ノ)べ《多 し、。

・ 唇 璽 面 で の 後 連 姓 。 企 業 規 頂 が 小 ご い こ と カ・らン 中 レこ ほ 犬 企 羅

凌 ぐ 模 範 的 な 管 理 ・K葦 の 企繁 も あ ろ バ.大 部 分 の 企業}ま ・いち じ ろ レ 〈

遅 は て い ○ 。 と ⊂ に.長 顛 計 画 ち・よび 授 術 の 管 理 が 綾 違 約 で あ,る 。

の 生 産 管 理 シ ス テ ム の 嫡 質 そ の3.

擾 哀 志 向 巌 の 簡 頭 を 指 摘 して 治 ＼ 。 こ札 は そ の ρ 、 之 の 之 と も 笥 逐 づ

ろ が ・硬 衰 の 販 克 生ktyこ な すicXa-3禾 で 靭 ろ こ とバ 理 由 で あ る 。

例 叛 す 札 ば'、 〉欠 の現 象 が'あ げ'ら れ る 。

◎ 量 の 維 持 と して 生 産 を 考 之 る 立 場 。 こ の 止 揚 か ら は 場 合 に よ つ て

'ま、 コ ズ ト.時 閻 を 蕪 親 して も 萱 を ・疎 し よ ウ と す ・る,量 を 確 保 でトき

な い 企 業 は 磁 落 しヵ＼ね な い 蝦 境 ヒ わ・る 二 と を 垢 撤 すゐ 。 派 琴 出 血 は ピ

の 真 体 例 で・あ る 、,

・ 現 実 志 筒 の7r」え 万 を す ろ 立 場 .現 象 に 斑1応 ず る の が 精 一 杯 で あ り、

家X志 向 の 立場 が と り に く い 。 資 金 繰 り 、 井 協 〔業 化 な ど は 老 の 典 型 的

な 現 わ1}しで あ る.

以 上 わ諸 点 は 中 堅 懐 願 主※ の 爾 題 と い う よ り 、 む し ろ2重 轟 豊 に お・け

ゐ 企 業 環 競 の瀬 麺 .ヒ い え る.し ヵ＼し 、 こ れ カ＼ら の ヰ整 食 素 の 生 産 管 理

シ ス テ ム を 汚 吏 る に 当 っ て.こ 川 ら の 詰 開 麺 の 改 善 のkめ に桃 」浅 を し

な け 八 ば'な ら な い こ と は い ウ まで・Lな い 。

(/り
,
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ヂ ゾ5護 …鷲 織 工繋 の 生 産 富 里 け ブ シ ス テ ム で の 時 質 し 国 頭 点

こ の 報 告 書 で 想 定 し た 竹ブ'シ ス ラニム は 、笠『立 、 外 注 、 加 工,露 買 の

与 シス テ ム で あ 否 が.之 の各 々 の'簡 要書志 な らび に 改 箸 に っ い て ぱ.違 っ

て 詳 細 に 迩'(○ るrt二 二 で・ぱ 各 けフ"シ ス ラ ム を 全'1本 丙 に み ・る こ ヒ ヒニ嫉 川た

い 。

ヰ 堅懐 籟 工 一業 の 掲 含 、 各 寸 ブ"シ ス ア ム が 、 規 摸 約 に1× ラ ン ズ よ く で さ

て い ろ 例 は さ わ め て 少 な い.↓ 列 之 ぱ∴ 加 工 ー 一本て・苫:〉つ た.り,紐'立_本 ・ぐ

Aろつ た り す る 伊1が 多1、 。

ヰ 逆 燈 誠 工 業 の場 合・、 例 の5・ 冒2重 蓬 造 に み ら れ ゐ よ う に,そ の 企業

を 取 蒼 く 企 ※ 毒 し の 力 薗 係 が 如 実 に 反 訳 つ る 。 例 之 ば 、 老 後 の 汚 吏 万 な

ど 礼 大 さ ＼ 影 響 を わ け ろ 、 在庫 が 白 玉 的 に ノ冒 理 で・さる カ＼ど ノ)か 一霞 爾 で・勤

蓼 こ と が 多 い 。 ヨ して 各 刊 フ"シ ス テム 鯛 の 在 庫 の バ ラ ン ス は 分 ら な い 。

・后 章 はい汐▽)で ・な く 、 い ろ い 万 ね 穴 熊,話 芸 ヨ で 七 外 部 的 に 制 約 さllしOノ 妥

含 が 麦＼い.亡 ら ヒ 、 個 々 の 廿 ブ シ ス テム で の 故 策 登 り、 茎 漬 な り は 嵯す・

し も 全 体 の シス テム で・の 効 粟 に な らな い.

之 こ に 、 中 堅 機 械 工 案 の 悩 み が'あ る.中 壁 激 撤 工 業 の × 部 分 は 生 産 管

璽 尼始y)と プ る 綜 合 的 な 管 理 し い う 体 制 を と つ て い る カ＼ 又 ぱ、ど の 程 度

ぺ 岩 を 注 ざ 込 の る の か は な は だ 疑 問 で あ る 。 し か し,企 業 を め ぐ る 案 件

の 安比 ピ 対 レて 、 直 プ づ 萱応 で で る 管 理 体 制 ○ ち 立 て て 剖 ・な け 川 ず

斥 らな い 、、 〉己れ ヒ は.中 堅 豫 績 工 業 の'と く に 、 ぜ の サ ブ'シ ス テ ム 全 体 が

肩 潔 的 ピ 葱 合 討 に 管 理 で さ ゐ か ど わ か に か か つ て い る.

4、 入6中 壁 激 減 玉 菜 の 生 産 管 理 ㌻ ス テ ム の 今 磁 の 在 り 方 と勤 向

上 記 の 詫 間 鶏 魚 お よび 特 質 は 、 各 々 別 個 の こし の で な く 、 お 互 い に 関 連

絃 を 宿 し て い る 。 従 っ て 、そ の 改 善 策 は シ ズ テ ム 的 な 方 向 で た て ら れ る

こ と.は 騨 ら か で わ る.し か も,>X下 に の べ ろ よ う な 動 向 が あ・る こ し は 堪

力＼で あ る 。

側 芽 す 丸 ば 〉欠の と お りで あ る.

・2董 高 這 のyテ 奈 川 の 色 彩 ハ ら タ テ ヨ コ の バ'ラ ンズ の と れ た シ ス テ

ム 的 な 嫡 造 に 向 う 傾 向 プバ 強 い こ と 。

・ 製 品 の 多 様 化 は さ ら に す す 夜 、 しが ↓ × 董 生 産 の 要 請 主 満 た す 方 向

に こしす す め な げ れ ば な ら な い 状 勢 に あ る こ と 。

・ 勃了を つ く り 、そ れ を 亮 ろ こ とが ら.売 れ る こしの を つ くる 方 向 に す す

を た め に 肩 一報 管 ・璽 の履 立 バ 責 手 スご、 と く に中 堅 食 素 ほ ど く の 姪 要 が 〉

(〃)
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あ'る ニ ピ.

)ス上二の動1笥 づ＼ら 、 中 堅,敗 滅コ二業 の 生 産 ノi要理『に ノ匿男工/女狂 り=ぢぱ 〉欠 の とお・!ノ

で ちる.

。 製 品 ・部 品 の共 通 化 ヌ は標 準 化 の檀 違

・ 主 産 管 理 シス テ ム で の 宿 報 シス テ ム の 重 要 視

・ 庄 産 着 翌 シ ス テム の 塚 亮 檬 望 そ の 他 の シス テム へ の 拡 大 ヌ は統 合 化

・ 生 産 管 理 シ ス テム で・の 管理 互 違 の_元 ノ此 と多 核 化

'企 業 内 外 の生 産 管 疲 シス テ ム で の 協 同 仏

4、2甲 『整然 撤 工業 の 生産 管理 シ ズ テム の 改 善

4・2、/シ ス テム 的 管 理 体 制 の 挺 進

生産 管 理 シス ラ ム の 駈 り方K二 つ い て 本 報 吉書 で は1疽 斯 で1破 れ て いる 。

こ こで'は 中 蜜糸綴 工 業 め 解 紙 に つ い て 口 い ろ い ろ わる バ 、 こ こで は 「も の

の 見 方 」 で2み る と 考 之 て お く 。

中 蚕 橡 撤 工業 を め ぐ ゐ 企業 内 外 の 壕 境 は さび し い の で1生 物 が 変 化 の 中

で・生でYaく よ わピ 、 シス テA丙 ピ 童 ノ応 で き る 管 理 が 魔 屡で・在〉る 。 芝川 いま章

に 従 来か ら い}hli・tて い ・る 主屋 管 理 で・は な い 。

従 っ て 、 ポ。イ ン ト と して ぱ 次 の詫,)烹が'考 え ら れ る 。

・!形 〆 .・"//o,aを 朗 躍 ヒ する 二 と.と く に,σ ∠ 戸∠ の 全縁 を

えi妻 に 鑑 題 す ゐ こ と 。 と く1"{,橘 穀 と行 動 との シb関 係 を 明 確 ピ して お

く 、

・ ●燥 体 系 を 解確 に する こ と 。 と くic-.2つ 以 上 の基i章 が あ つ た 場 合,

ど八 を 選 ヨ天づ乙)か は 妄日課 ピ.照 し 台・せ な け れ ば'な ら な い 。

'ブ イー ド'バ ・ゾク の,柊 能 を 明薩 に す ろ=と 。 ど の 時 点 て・ど〆)よ う に制

御 ～《は 行 動 ・動 作 を と.るか を 覇 らか に づ べ さで あ ろ.と く ヒ 、 生産 管 理

シズ テ ム の よ づ に 薦 闘 と と も に 「物 が 流 れて い ろ 」場1(あ つ て は重 要 て・

あ る 。

・ 「吻 の 詮 れ 」が'便 要 で あ る こ と 。 と くに,従 属 性 の 額 い 中 堅後 炭 工業

て壬は 亥 辛 い 企 業)S勤 をZ了 な ・う た め に,せfひ と も宿 報.と 生 産 彦二夏 と ぱ亮 屡

に 関 産 して いな けれ ば'な らな い 。

'生 産 管 理 シス テム 〆)各 綾南 に お け る レベ ル を認 識 する こと 。 と く ピ .

声 望 企 業 は急 速 ヒ 管 理 ・}く茸 を 勤 ゲ て行 く 腰宴 ピ ま壼 を要 す る 。

4、2.2標 章 払 の ・促 蓬

中 堅機 械 工業 の 生 産 管 理 シス テム に お・け・る 援 ∪ 重 要 な 改 善 の ポ。イ ン ト

(ん ～)

亀



■

は 燥 法 花 に あ る 。 標 章 化 の 茨 質 的 な 効 斑 目 ご わ め て 大 さ い 。 硬 直 化 κ二は

い ろ い ろ あ る,以 下 そ 収 を記 す.

θ)製 品 ・郡 畠 の 橡 鞄 ヒ 。 具 体 的 な 標 章 化 の 対 象で あ ゐ カ＼ 左 づ ウ・し い

園 題 が'湾トん て3・い そ)。 しか レ 、少 く ヒこし中 堅儀1戒 工業 に ヒ.って 重 工 命 令 ピ

江 い 要 請 で あ 冶 。 部 落 中 心 主該 の 考 之 も,原 価 書 聖 ・し恒業 管理 も す べ て

この 標 剰 ヒがで さう か1(か が つ て 宕/)、 叛 逆 み ら 　しる 多旅 化 の要 請 も こ

の基 礎 がで ・こ て 始 め て 応 え る こ とバ で きろ.

② 管理!の 擦 違 払.bの 裂 目 ・部 品 の標 準 化 の楕 の 面{勾 の 関 係 に立 つ 。

管管理 の 涙 整4ヒ と.して お・よそ)欠 グ)諸点 を 改 茜 す る こ と が'ホ)イ ン トで・麦)る 。

'年 菜 の 擦 違 化

・ 機 械 操 作 の標 淳 化

・ 品 質 管 理 の標 章 叱

・ 原 価 お・よび 統 計 め標 津 侶

・ 研 究 開発 の標 章 化

・ 業務 の標'遠 ノヒ

・ 経 営 の 標 準 化 な ど

⑤ 企 業 綴 境 の 標 章 此

中 蜜 裟 撤 工業 の標 章 花 を 阻 む 最 × の 障 害 ノ蓑2重 綴 追 が ら くる 企 葉 擦 垣

で 力 る ・ こ れ は 、個 々 の 企 業 の努 力 ・鯨 校 本 的 な 解 演 は 望 め 方 い 。 ま た
、

他 力 哲 裂 決 め 多様 化 の 要 請 も強 く 、 ます ヨ す 標 津 化 を 否 っ"か し く し て い

る 。 しカ＼レ 、 前 髪Eの とお・り 、 そ.Aしな ら ば'こそ なot-=さ ら に 、e蒙$jtを 才 す

∀)・な けルしば万(ら ・豪 い 。 ここ で・の 標i箪kの ホoイ ン トは 次a)と お'〆フで あ る 。

・ 食 素 菌 の再 編 成 、提 携 の 促 進 。

・ 丁 工 β の適 用拡 大

'生 産 脇連 の細 整 あ・よぴ×専 門 化

・ 郵 又 は行 政激 闘 の 指 導

4、2、3企 ※ 経営 葱 識 の 含覚

中宝 燈 撤 工※ の 血 八'化 山 姥 須 の 条 件 の 一 つ で あ る.そ 小 な コ ン ピ ユ ー

y－ シス テ ム よ りも マ ン シ ズ テ ム で 解 決 すべ＼己 こ とで吻 ろ.そ4)素 、幹 と

なス)グ)な 食 素 経 営 意識 の 自覚 以 外 に は な い 。近 イく的・な蛭 茗意 識 を 具 体 的

に 副 芽 すAば × め とおoで あろ.

・ 生産 管 聖 の シ ス テ ム と して の 管 痩 .

・ 生 産 管 痩 の トー タ ル ・ シス テム と して の 耀 堰i 。

(/3)



命 ノ東づ匝を津/〉)と した 管 理 。

。 生産 管i璽 シ ス テム 〃)販 売 の 面か ら の アフクロ ー チ 。

・ 科 学 的長期 計 画 の産 立 。

・>X上 .の こ とを 一や分 営 …璽 で き老)4旦織 と 人的 体#li]。

こ の 底 に は 少 く と ∪3つ の 流 れが あ・る 。

・ 「吻 の 荒 止 」 中 心 の 生 産 嘗i愛 シ ズ テ ム ヵ・ら 「イ畜報2を 重視 した 生 産

信愛 シ ズ テム ヘ アプ ロ ー チ が 変 っ て き て いゐ こと 。

・ 「憂 」 を納 『期 に 間 に合 せ ゐ 体 制 か ら信 預 で さる も の を安 く つ くろ こ

どk三宿 尊理 念 が 変 化 して で 左 こと 。

、 「憂 」 の匂 狸 を卒 業 レ て 「持 顧 」 の 管理 に 管 理 の 方1笥 かご移 っ て さ た

こ ヒ,。

・ 社 会 的 責任性 が 砿 ま り、 欠 陥製 品 、 欠陥 部 品 へ の封 侯 が 真剣 に検 討

さ れ て 〉 た こ と 。

4、2、4ア プ リ ケ ーiン ヨ ン.ノx・7ッ ケ ー ジ の 採 用 ヒ 芙 目 許 葺 の縁 極 的 な 剤 用

燦 葺 ア フθ リク ー シ ョ ン ・ ハ0・ソヶ ー ジ の 訓 点 劇 、ろ い ろ 述 べ ら れて い つ バ

】 く に ノ^考 主 な け れ ば 写 ら な い 二 と一は 生 産 管 理 シ ズ テ ム な ら そ れ が'ど の

よ つ な 方 向 に 向 う べ ・主 で・あ,る か を 萌 覆 に で き る,点 に あ る 。 こ の ろ ち 採.用

可 能 な ～しの を と り わ げ㌧る こ と.は防㍉多 の た め の ポ イ ン ト と な る 。

燥 茸 ア フ・リ ケ_シ ョ ン'ハ9・ ソケ ー ジ の採 、用'は 共 同 計i算 刹 用 に つゑ が'る 。

ヂξ目 計 算 の 利 用 は 茨 の よ ウ な 劾 采 を も つ の 呑.改 善 の た め の 惣/{ン トと

し・て 重 重 で わ る 。

● 少 な い コス ト、で × さ な=了 ン ヒ?ユ ー57一 を 却ll用で・き ろ こ と.

詩 章[、 管 理 の 標 津4ヒ がミ'てドき ろ こ と.

計 算 軽.員な ど の借 方 化 が'可 能 で ある こ ヒ 。

管 理 。k埠 の 台 」二rcよ る 惑…済 的 効 累 の%犀 バ で き う こ と 。

公 家 の 裸 葺4ヒ な ど'につ い て グ)一協 日 イしが＼促 違 さ れ 乙)こ と 。

庫 墜 盤 械 工業 の 生 産 管 理 シス テム の 啓 蒙 噺 発 に な る こと 。

迅 速 な ど づ ン⊂・ユ 一 夕 ー 化 の 巨 巖 的 両 棲 約 利 益 を 実現 で きろ こ と.

(ノ幻
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5.シ ス テ ム の,擦 岩丘

s_/シ 《 ラニム肱 の 訂 度 雫r;午

再 呈 金 紗 お カぷ マ ・ ゐ 援 路 輪 が 倉 力・厳 し ・ば ぴ あ る ・ こ 碑 里 企

劃 鑓 の汀 テム蹄 ぽ ・＼創 調 皿欲 巌/⇒ 梼鋤 三層構

成 ⊥ ピ、の 族 元≧z・つ まILZ,'s〈 ようe

。の 揖 亘痴 賭 吋 ン仲 ・・/詰.礼 あ ろ.経 企菊 ゴ ・1て 吐

二φ 帽 五 味 鰍 マ イナ ス で あ ろ場 合 が多 ・＼。 二 肌 ぱ 生 産 の パ テ ぽ

糠 すゐ榊 條 キ 相 聞 隠 、、叱 、⇔ 二 時 竃 珠 ぽ ・⇔ ・

しか い 中 妥 蟻 ヒ 。＼酬 うか ら にぱ 完 全 竹 下 誇 全集 で ぽあ ば 蝋 、

ので は 捻(・ い 、すばyoち,之 の企二業 に旨 由褒 状 全 く溶 く＼,自 主 性 の1ワくb

畑1ノ 。。%蜆 蝶 ・こ締 しZ・ 嘱 企崇 筋 リX,,eib(,の て 麟 ・、たろ

うが 。ダ く ヒも,目 今の とこ ゐ の生 産 φ㌻ ズ テ へ の 合 理 代 に悩 み、 努 力 を

十割 匿畢 のあ る 企蒙 て 賜 る,ど く＼う葡'覆 をお く 。

す肺 疑 う 、主 蝶 縮 減 土・だ 励 力,階 搬 翫 ま京 破 術

解 発 加 杣 つ ぞ⇔ ・そ う し七 百 王 媚 ぱ 、 × 射 齢 ＼て・き る パ ヴ く

Lも 繰 返 主・産力N"tでき、るも の で あ ゐ。 二mめ を ま ピめ ると、

θ)製 品 家司 一今一ー一 目土 製 屋29・ つτ(ノる.2W辻 紅 工 程 七度 宴 ピ ナる・

っ割 線 瓢 編 蹴 訓 蜘 能 組み 立 て て、!呑勧 掘 に 虹

zる ぱ 要 が'あ る。

〔。)生 産方 式.._大 量 土産方 式 で・輪.1腰 遺 材 料 く 霞 網 ぱ輸 入 し2

乙、硫 姥 冨#渋 桁 に 劫 加 工 も し之 、、欲 情 査察 に 外 注 ・ぞ

い ゐ も 〔の レ あ ゐ 。

ロ)哲 理 状 態._一.ケ くヒも生産 の 逐 行 乞 管理 する専 伺 の娠 制 が 彩 る 。

-Zき 融,鞘 乞 崩 れ 標 準 を斥 肉 質 嚇 繧 鋸 端 力 勒 ・vZ

乙＼ ゐ 。

≦一 ⊇ シズ テ 」＼化 の抱 く、ピ 之 の特 徴

》 ス ラ へ1丘 テル を 作 る に 砦 つ で 賜 べ く広(隔 噸 合 し剥 爾 で き る

よ う ロ 主 動 垢 機 能 を モ ジュ ⇒ レ侭 ・た 。 毛 ジ ュ ー ・し代 に あ た つ て

主 産 活 鋤 ムとの も のm流M』 二,乞 の生 産 巨 管理 ナ る橡 寵 ヒを夕十汰 さ せ た ・

前 者 を フ・ntzスtoフ ロ ー.峻 着 を マ 秒 × ・}・の フ ・ 一 ヒ呼 ・Z・L,こヒrf-一すA～)～ ～

る 。

(/5)
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次 に ご 鴎 マ 芥 ジ × ン ト のフ ロ ーr.ts'aて3階 級 の レ ～ レ を 竃 定 ナ る

ニ ヒ に し た 。 乞mぱ,合 理 代 にV(、 く つ カ・の段 階 か%り 、s(fm・('・lltr－ よ っ

之業 務 の橡 械4ピ の 内 容 〉〈)程i褒 ヵ＼変 る か め で 移 る 。 し か し、 そ1れ ら の レ/＼

ル ぱ 、 そ 阻 そ れ の モージ ュ ーノし ⊂ お ζ)て 選 沃 可 能 て・あ ろ よ う}ニ 工 夫 を ナ ろ こ

ヒ に ・ た 。 二mr.よ っ 石 粉 舶 にrktStの レペ1しretaekナ る ジ・」〈 ラA・

毛ージュ,ノ レを 利 用 す ゐ ニ ヒ も 、 湯 島r二 よ つ 一て 辻 司一嚢 て ζあ ゐ 。 た ＼ し 芝 の

場 合 管 理 の レや 励 丘 ジ ュ ー ・し仁 よ っ て ち が ラ と カ テ一 夕 ・ ペ ー 《 に

そ 〕勧 ＼生 レば`、 め に ま気 乞 す る 区 要 力吻 ゐ.各 レ ～ レ の着 太 方 吐,

↓ノ)レ ・＼1し0 ンス テ ム ・丘 テ ル の最 挺 嵯宴 漆 生 を 示 ナ じ の て あ ゐ 。

パ で ぱ 臭 腐 中1∪'の 蓮 宮 か 繊 肌 望(」6yaヒ し2c成 る ・ 鋤 た あ

に,実 績 の擢 握 、ぱ 詩 編 にか っ 完 全 に鳥 さ れ 之 ○ ろ 。

の レや レ,,一_し ～ しoでd、 実 績 が 子 定 ぽ た ぱ計 画)とrtrk3ua

望郷 面 伏1行 わ>2・)=.レ ペ ・し/で ぱzpa力 愉 檬 埣 ぬ ラffXr－ 句 上

す 万 。 す 江 わ ちi汁垂 佐 州畜 ま る の で あb。 二のた め に 辻 、 ・グ く ヒ

む 標 準 製 品 に 関 し 之ぱ 完 全 ば 標 葺 製 品 に 関 ・・Z端 釣 出 桑 埠 が 継

ぎ げいZO万 必 要 力＼`・あb・

(3)レN・1しR__eer－ じ ベ ル カ止 ゐ16,榛 隼 の 範 囲 力V全 奉已f.tt八 洛 の

z,、 裏 面 秤 加 東 あ ら 肌 ゐ よ ラr二 ばb。 まk標 準 吃 の し の 、 《 酢 と 戸「

上.の 努 力 力、行 わ}れ ゐ 。

。 吐 ろr、}・Lぺ ・レっ,け に 加 之 天 テ ム1⑭ 寒 気 』 こ に 絞 る か 左肯 え

Z2・hZ,・ う し た 生 産 畜 動 ズ テ ム の9t5Pr1目 頭iヒ しZ板 物 ・

を 逼 〔、か け・ゐ ミズ テム 五 辻、 実 緒 主 旨 太、す る 二Z.す な わ ちr臼 ま 河 力V行

わM之(、 る か1を 確 実 ヤニ杷 去 二 と カv・最 底 心 要 榛 タ牛Zl・ あ ゐ よう、に 恩 名 ゐ 。

乏 こて 鉢 コ テLx、/)・Pl・.js,"て 次 のmaつ のサ ブ1三 ス テ へ ⑳ 位 置 っ吋 雄

つ 芳X、>Kr二 お の お の サ ブ シ ズ そ へr.Ptけ ゐ 塔i哩 の 在 り方2k.Zる こ ヒ に

した 。 鋤 仰 つ 已 吐.

4

,

の 韓 人 サ ブ㌧ ズ テ へ.._.市 販 呂 を 贈 ＼ 調 達 す る た め のフ・ロ セ ス ヒ.乞

の た め の マ 朱 ジつく ン ト ・}ズ テA・

、2)外 注 サ ブ㌧ ス 私 熱 処 理 鍍 金,機 械 加 工,仕 上 ば ヒ 吻 加 工rk

象 を 外 注 委託 す6た あ の ア。口tZス ピ'老 の た あ マK三 ♪×)'1・ ・ Σ ス

ラ ム 。

φ

(/の



「

… 掴 エ サ フ・以 テ ム__上 髭 の わ ば 加 工 縁 丘 社 内 に で 純 を 桔

た あ のフ・ロ ゼ ス と,之 めと あ の マ ネ 三ジ × ン ト ・ 三ス テ ム・。

14)緯 立 サ ブ ら ズ テ ム 内参ーーーーー一 社 内 外 ヵ・ら 調 度 し た 剖 磁 を 組 立 て,霰 酬 屋

に 江 上25一 とy)の フ・口 旦 ス 〉,髪 の たL〈め9)マ 木 ジ 〉〈)ト ・ 三 フく テ ムo
'

、 二 蝋 の サ ブ㌧ ズ テ ム ぱ 互 ・、に 尉 直 し 合 っ 乏生 産 管 理 シ ス 兵 端 民

情 八 ・ 匂 肋 の サ ブ㌧ ス 味 を貴 人,っ 帽 速 習穐 を.・ 環 配 に 束吻

万 ニヒに しセ 。 す な わ ち ぞ に採 りあ.・ た 毛 テ川戚 、 ・環 面 ∴ ∠ ・、う細

結 ぱ1麻 た.し の1∠江 つ 之ob。

二 こLZ.,C1う 「環 輌 ヒ ぱ あ 人 まで もljfflの 養 冥Lし そ老 柔 ろ 肋 て6

つ で よ く世 に ∩め 肥 るよ う 炉 妻情 扶 多占 の 向憲 抽 ＼,・ 経 冑 師 費 ・ の

同 額 で ば ば(＼ 。を 二で 二 の・気味 を,「 原 価 で 塔二理 左 ナ る ⊥ 三 ズ テAZあ ゐ、

じ表 現 する ニ ヒ に した.

内

S.3ン ズ テ ム ・フ〔1一 ⑫ 蜘 揚 蓋)

全1本 フ ロ ーケ マ ー ト。

蛛 フ 。 一 知_い コ ±、主 産 窪 蛭 ス テL・tt之 老 幼 うMゐ すべ 之の

鶴 碑 崇Z鋤 ておV.tし 互 励 の各・撤 ξ奪 案相 互 剛 節 ミ綾 麗 し

zあ ろ。

生 蓬 計 画 吐 、癖 衝 の五 壇 ヒ ヒ じ に逐 次 茸 酪 に展 開 と レれ劫 〔ξ手 砥 、 作業 指

示 へ 躍 り、 巡 わ た 鋤 揚 痴 ま 実施 され て 製 副 ・生 れ,出 梅 乞 屹 布 場 へ

峠 冷 却 万,こ の 一 馴 て志 な ・、よ ら 均 ・吐 ス に 実 ぱ× き ば 内 題 力唱 ま

れ 公 成る 。 之 蜘 ま,瘍 瑳 ヒ は 河 か,ヒ い う ユ で,,Sb.

励 τ叱 つ の解 塔 ヒ ・ぞ 全 体 フ ロ ー 噴 一 ト でぱ 、 味 ジ ☆ ト の桟

潅 を 横 悟 りた・しZ娼 家 垣 ニ ヒ に した.二 の マXジXン ト ♪ ブ ロ ーr.di,

剤 太 ぱ・、腕 輪 旨 禾 ヒ ビ ・し庭 衰 疏 制 コン トロ ーつ し乞 行 ・1,蝋 葎 オ 副 二た い

し 嫡 統 制 コ パ ロ パ 左 行 う パaつ と奏 薦 擢 逐 を・郎 ヒナ㌢ 畏 し熟1・

ば形 の管 理 の左 内 一ノ・法 示 ざpn-2C」 ゐ.こ れ 励 壱 理 法 権 家 之 の し の の・、

よた 処 理 芝 の志 のの 甑 刺 抜 寵 て%る 。 し た が・っ 之 管 理 のサ ー ク ル ぱ 姦 も

小 さ い 鹿 町 で しか96)9>(、 ・z}nぱ,シ ス テ ム ・モ テ ル の レペ し か めす

蜘 上 房1も 低(＼,年 菜 疏 制 の姥 躯,iしCぱ 工 匠 億 制 の枝 寵 ヒ・ま りで あ ゐ 。

こ れ た1げ 忽 ち 完 全 を 蜘 乞 う ど 思 う ヒ中 マ × 蛮 は 二と で ぱ あ る 穴 ゆ 姉 ・れ

くノ7)



の標 準 パ ・・ケ ー ジ と し之 ぱ も プ グ し 塙 ・叱 ・う に 目標 を お く こ ヒ に し乞

之Mぱ,計 画 に対 すゐ 万 一 ド ベ1ッ クで あ び

勧 ム ヒ らな 雄 篇 理 滅 寵 で 励.卯 に ・士 二 つ あ ク℃ 暴 鋤 在庫

誓 理/あ'よ び 才す料,部 品 の在 庫 菖 鍾Lな つ て ∪ ゐ ・「前 借 ま 販 売 シス テA2

2E,ig,し 之 生 産 緬C× 日 産 彦悟)へ の ブ・1一 ド 八`1・・ク源 ・・一 ス ヒば り、 緩

着 ぱ 製一与乍手 配(航 卑 皇 卦 砥)へ の フk－ ト」'ハYNソ,フ源 ＼・ノースta拭 フて(ノ る 。

bう ム.uつ ぱ 工二救 計 画r二 尉 ナ ゐ負 荷 管理 で あb・ 二val士 直 接 ヒ ぱ作 業 指

示 之 の し の の 統 制 旋.寵沽 票 ず け れ 』㌘も)1≧ 後 計 画 の墓 破 で もあ る1生 産 能 力

書 置 へ の 万 一 ト』い べ・ソ ク 源 ・ノー スZも 江 つ 一2・ノろ ・

こ れ 崩 垣 已 い う プ ロ 也 スへ の7h－ ド ベ'・・7カ 所 の れ 叩 上 哲 理 の

サ ーク ・内 報 ヤ ぶ な り、 生 産 紬 」(フ ・ロ タワ コ ン 、コ ン ト ロ ー ル)

い 引,ペ レ に 垣 で あ ろ う 。 しカ・レ肯 力＼%二 の生 産 統 制 を よ リ完 全 に 行

は ラkす ゐ ピ,橡1隼 δ)整 備L乏4)萱 垣 のLス テAカ ＼・亮 逃 しラこぬ 太。/1ン.トた

注 っ乞 ぐゐ 。=胆'を テに タ ・フ'田 老.シ ンフ'の癒 か らみ ろ ヒ デ 一夕 、 ぺ'

ス の確 立.ヒ い ラ ニ ヒヒば ゐ 。 つ ま リブィー ト・・ハ・ツ ク の捕 方▽広 かべれま ㍉'乞

れ ピ功 ㊨ 々のサ ブ㌧ ズ テ へ の何 て・嫡 必 備 報 の種 現 量 力＼増 すカめ で

杉 ゐ.吃 ・為 初 お の の サ ア 三ス テム を つ灯 げ縮 ひ っけゐ 蛋(噸 か堰 要 ピ

貧 っ 一2くゐ 。Ewを 二の 縁 隼 ハ・ソケ ー ソ で1ま 、痢 よ昼 し 〕三ナ〕＼㌦ 「 原 価 ↓コ ス ト).」

『三水・鋤 た.ので あ ゐ 。

主体 フロ ・一ナマ ー トで ぱ,二 の 現 価 の坦 鉱 主実 績 擢 握 しズ テAヵ 、らゼ自あ

三 自 力 。こ エZ把 ま九 ら μ た 原 価 力V部 何 原 価 階 理Z(＼ クξ平価 三フ(テAに ＼

り、 剖 日原 噛 「臥 継 壕 繊 細 ヘ フn－ ト1り＼t'・・、7凱 、 頃 に 標 準 管 理,

貧 折 管 理 ヘ ヒ ブィー ドソWク 訓 之 ゆ 〈.二 う し〉.1;i理 の 輪 止 か ば り× き

く,し か ▽ 之 レペ レ幅 ・凶 のて 鋤.お そ 以 擦 』 ・◎ 麓妹 力鴻 す

ろ ヒ 、 二 肌 か らEPPβ 嬉 久 しkう か ヒ〕巻 っ て い ろ疹《薩 の 管 理 三ス テム

よ りr士 分 は り「高CNし の で あ ろ ク ⑳て㌧ 同 鐙 かhあ る カ、じ しM博(＼eし カ、し

目 標 嶋(、 ヒ ・ う に 置 くぺ志 で め 匙 老 太 、 鋤 た 励 擁 の ス テ ・フ叱

は5⇒ 師 祉 産 パ み の レ へrjL.・LL・祷 敏 を 渡 せ る 二urt..・ ピ

三眠 つ 、に ぱ 酬 フ・ニ ス テ ム の 説 明 に お ・、て 述 防 二ぱ す ム

(/∂)
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志 一4サ ブ ・}ズ テ ム の 蹴 読

へ 、 呑 サ ブ シ ペ・テ ∠＼面 の 粛 係 ～

弍_4-/シ フく ア ム＼ の し へ'1し

一 二 の敵 ぱ 前 速 ・熔 《 テ へ の レペ1し 斌1上 の お の のす デ 以 テZ・r
－

お 乙N-zヒ11の!t.br-iTt±jUら 隠 し～る カ・巳kぺ 疹 。

θ)部 局中 心 空 裏 に つeて,一

部 品 恥 主 義 ヒ出 前 速 バ ラ ㌧ × 量 生 産 元疎 の近 代的 な在 り力・

た ・ し古 殿 児 、＼る圭 瑳 噸 理 で あ参酬 、 もう墳 鯛 如 な＼

・題創 睦Wた 一撮 ば剤 昌 を × 量 主 産 し、 そuab2eab〈Stottろ －vと

に よつ之多 勧 榛 鵠 巳 髪直 る・ ピ(～う ニ ピ砺 ゐ・

い べ ・し・〕 一… 一・ぺ し ば 如 ・て ぱ,部 属 恥 接 ぱ ピ 熱

し,,(は(1.ピ1・ ち ら が と ζ、う 鵠 移 中 山 で あ ゐ.

○ 部 屋展 開.._毅 法案 阜 で あ ゐ.構 成表 ぱ,扱 呂州換 気 で

あ つZTの 方 へ巖 荊 さぬ マ ・ ゐ.構 成樹(ス ト ラ フパ 「

》 り一)裂 の レベ ルな グ く、/～3位 まて ・

② 鍋 在 齢 一 一納 へ離 州 碑(・ ぺ ・し)に 緒 訓 乞

い ろ 。

② 副 帥 牢 ⊥ 紅 斑 工の躍 に 刈 統制 畑 蜘 る ・

出産 作業 ぱ 、 一 日使 用 そ 〕ミ量 が基 遠 で 行}り肌 ゐ 。下戻 発

生 ば ピ・異 常 出張 辻 、 竿キ定 の 互ミ票r二 よ って発 生 都度処i理 さ

wる 。

④ 欺 縮.二.一 ラ ィ珊 砧 峰 区胃止 ・碑 鋤 賭 川

桁 わPtJ6。 薮 品 別 集 計 で・あ 万 。

⑤ 縢 安績 一 … 力.剖 ヌ赫 蒙 区如 ○/百 醐 二紅 殻

榛老キカペ・行わMゐ 。

い 礼 ・〕… 一一しへ・Mて1・旨 蹴 端 部 ぱ 二部 て飾

さ 陥 るが ・、部 田 在 庫 に対 ぽ 生産 の石「能 性 が ・悌 矧 翻 さ 屹

た め ピ 集魚 へ の保 証 が 部 品 中 心 主 義 で 行わ 閉 る 二 と に な る・

・⑦
一部 屋巖 湘 一_.梼 成 長 に 土'臼 セ 吐 、石 製 岳 仁 使 用 ざ1レれ る剤

(2の
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昂 の失.蹴 ヒ伽 輪 ・仁 検 封 杣 ㍗ ・ろ 。 鋤 ム とつ ヒ し プ 薪 夜

振 の頂 薫＼ぱ裂 扇 グ'!し一 プ(フ ァ ミ リー)に は つ て 引 ゐ 。 ヌ∴ 下

へ の飯 岡 め味 さ も増 し烈 ノゐ.珍 し 望 遠 …別 に 抵渥 で さ る よラ

な チ ェ イ ニ ンクワ ァ 川 レバ 完成 し之 ○ 硫

② 剖 后在寮 … 納 ＼鄭 助 レペ し〃・働 ・ぼ 峰 蜘 二別 や しか'

励.ざ 性 支給材 に寓 すろ在庫 フ付 し も完備 し之θ 硫

◎ 都 尉 壌 一 ー一^工程別 柵 か・・指 和 呵 能 であ 硫

② 荒 城実歳 一 一 列 ン別ヌぱ 作業 区 別 ビ報 告さ 昭 θ 硫

◎ 斥教 蕎 … 一王都 収 ± 嚥 プ レー・.別に1ノ 騨 鋤 報 岩 が～

行 わ 仏 殆 ・

■

(・ ぺ ・しZ〕 … … レ～ しユ 味 ・焔 散 方 ぱ ・iX・t,・V/L恥 で 輪 ・

た た 管 理 薮畑 力ば 工 場 全 ラ イ 大 全裂 目(ハ ・リ エ一 泊 ン)ヘ ヒ拡

× し た も のZあ ろ 。

(Z)日 程 修 理 の レ/＼ 川レ に っ し1て 、

(・ ・X・・/し・〕 一… ほ 緒 鋤 レペ ・し・ぱ 日 剛 でSb・ 綱 噛

kた 展 崩 され 万 垣 荏 で 日 章 血r二 会癖 さ 比し 日 車 柾 に集 計 さ μ ろ実

績 ピ察 工合 汰)さ 作 る。

○ 士 産 計 画 一一… 製 品 別 、 日 別 、 生 産 合計 数 量 て あ ろ ・

② 所 宴 匿 名随 一一一一一卸 品 別 、 日 別 、 所 要 合 計 数 量 で あ ゐ ・ 二 肌

か㌧娃 庫 で 矯 ＼,外 差Eiス テ ム ガさ鋤 く 。

た た・・し 、卸 量 左 軍 官 理 ぱ 十一分 て・・ば(1の で 之 ちらか ら4)7/

一 トW。 ク ・杁 ら7SC＼ ・ と・吻 ウ ゴ礼 ∩ ラ噛 添 星 生 産 醐

に血(＼ 。

⑤ 柵 ＼指 示 一一ーー一目 別 所 寧 量 戊大締 〉＼貴 兄此 媛 詞 却 ロ 指 示 さ れ

る ∂

④ 加 工指 示 一 一一拍 エラ ィ ン ヌ ぱ 斥榛 区 別 に 所 薬 量 書 函 ノ・・ら

・ 雇 荊 さ}礼 た形 で 石 片)以 る。

◎ 組 立 指 示 一_髄 組 立 ラ イ ン に対 し2の み 桁 ゆ ぬ る・

④ 違 躍 握 一一 ・一一つ イ ン 胴 断 案 旨dに 順 マ 順 績 酎 比

しZ行rovaゐ.一 日蜘 £てめ ゐ・

(z/)



(・ 州 し/〕… 一 目鶴 鱒 触 ・聯 穴 部 端 端 の内容が惰 雛

冶 ⇔z(、 る た 、めピ 、加 工,緬!立 ラ4ン の 一 掴1で ぱ 圭 蓼 ば 工 程 別 老 痩

猿 可 能 に 辻 ク 乞 ∪ 万 。

⑦ 生産 亮逢 い 一ー 一員埼 配 分 力N・で き ろ よう に ば っ て(戊 ゐ ・

② 所 要 蒙 書 函 … … 左 筆 端 曝 し乏計 卑 ・水耕 之 跳 ろ ・

③ 縮 〉.指 示 一ーーー口 程 別 に 収要 餌 細 のズ・レ左 着 箆 で き ろ よう に辻

つZOb。 女 給 甘 に つ いZレ 管理 で{て ∪ ゐ 。

④ 加 工 ・組 立権 家 一… 口 ・・トの単 鋤 ・細 くば っ パ ゐ ・ し 垣"

つz、/IEI'rsの 幅 存づ ・け力嗣を要 ヒな っ とz来 る 。

◎ 此 寝 管 堕 一一ー 一生 菌 種 客 パ 管 理 対 象 乙 捗 る た め、 単 ば ろ 資 単 位

の集 計 た・けZ、 ぱ す ま す`・,」星 ぬ の度 合,産 み の雲 合 左 亘 る1区要

力＼・・あ る 。

4

い ～ し司 一 … 蛤 に部品恥 主姦てあ か 壱顕 囲 鹸 錫 康

iうく・、Ei.ラ イ し 同 期 さ二せ ろ よ う は57イ ミ ン グ'落 堰 旅 泊8i要L宮 ろ ・

(3)原 価 塔i運0)レ へこ'八/γこ つ(二1マ

二二 でく吟 尿瓶 窮 理 ヒぼ 、前 述 した2ヒZ・ あhPY・ 、財 務 会計 、沫 鼻業

務 のた あ の〉云蒙 処 理 や槍 報 収集 室坂 ナ ので ば ば く,生 産 管理 サフ、ンステ

雄 修次 翻 せ昧 ヒ しzthk・69理 の劫 の置 冥 のztで あ 硫

〔 レベ ル パ ー … 実 績 恥 、 扱 岳 軸 訪 ゐ、.千 躰 実et-N〈L)一ズ1(,

樹 て らve、 実 歳 ヒ 薪 比 しzSgftutspmろ ・

(レ 州 し/仁 一 主 要 網 に 久 、Zの 標 転 瑳 齢 ㍑ い う しen

窃-縮減表0詳 細 に な・つて,工 数 標準 ピの緒 呑 のき・ナA',できz(ノb・

緒 無 これ ら擦 剤 駄 っ て斥 ☆ 訓 、装 備 は 三 崎 砥(標 準 く＼一幻

ヒ 対比 し之 評 価 訓 へ万 ・

〔 し ぺ,1しユ 〕一 … 標 準 ぱ完 全r二 な っzuろ 、支 輪 材 に 倒 す ろ予 算 わ明

確 巨樹 て 蝋 ろ.伺 趣 向 の合疸 化 し進 み 品 賓 縮 上 す 勧 で実

績 差実 調 蹄 に ぱ っ馴 し杉 形 で思 ま え ら出 ろよう ラに ば つ 烈 ノる。

S-4一 ユ 産声 の 恒7・ レど 惰 按

こ の師 で な、 計 画 乞確 定 さ ヒ た ∩時期 と美 味 嘩 挺 す る時 期 ヒカ×

(22)



お のお の のサ フ㌧ ス7ムr.k`iZ壕 ば ろ 両 頭 を速 ぺb。'

8-4_3テ ・一夕 ペ ース ど標碑 管 理

二 の 御 一ぐぱ 、 夫 々 の ナ プ シス テ蚕k具 体 的 に橘Z× っ 庁Z引 る女 宿 ファ

A」レに クq之 、 乏 の措 九方,内 容,お よひ 標 準 菅 垣 仁 久 口 速 くく・rs.

舌 一4-4環 頒 の サ7hシ ス テ ム、

こ の 彦吊 「ぐ法 ノ ニ の ハ。ヅ ケ ー ジ'の 担 臼 ヒ すbriiiili緬 」 の ンズ アAヒ っ

(Iz山 べ ろa

、

5,、タ サ フ㌧ ステ へ の内 容

■

(23)
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s.s.2外 注 サ ブ シ 《 テム
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発 注PyuatO,dn-eelo 英主 β_』 磁 ノ

「箭燕 劃
徽 哀別廉価項,
直 別)

分
級
算鞍

部 品 別
原価 の決定
(ハ/石音ク)

製翻 弄緬項目
測寺 算 書

詩宴の配賦

計 算

鵠禦票曇

1共 著

製 品則原価項
冒芳1㎏「算ノ実績

対 比 表

(鞠戸㎜

行
き

覧

欝馨

り
定

)

将
来

解

高
麗

部
厚
(

吉 田FiLε
磁要童緬 に
渉とずく)

都 田,別N・(zso

質 料

部 活 割
原衝標 準
FにEi

予 算 の主菜

1』注 文 書

部 活別才一夕二割
寺算/実 績
対F地表

部
富
別
実
行
予
算

ヒ
実
績
、

(z6)

、

e

亨



■

●

検 収 Pγ 〃Ces_cz.e/e/o。R/

〈之力



♪＼庫ProCeSSLeγe/0
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部 品副 原価

予算/実績
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、

工NPレ 下 ∫H… ≡ET

ノ 製 日 別 原 価 貫 目 刻 苦 算 書(発d三Pxo乙es6ム4晦/0)

実

行
予
算
(深
追

)

・
実

行
予
算

⇔
最

小

)

実

行
年
算
(最
大

)

・製

遺
実
績
療
準
5

b

・畏
直
実
眞
最
小
ロッ
.
∨

製

造
実
績
賛

否
ツ
ト
)

・製

品

摘

縫

・標

準

ロ
ッ

ト

・最

小

ロ
ッ

ト

・最

大

ロ
ッ

ト

.製

品

ゴ

ー

ド

生 剥 労 タト商 菖 特1経 連

籠 縦 糎 副 蝦
責 貴賓 黄 愛 貴 貴 貴 蹟

2注 文 書 く 発 注Pr2cessムeV¢ ノo。 尺7)

3納 期 指 示 黒 く 発 注 ル ク<essム3恒 ノOoRノ)

4 .剥 〉＼伝 票(検 収ProCessLe'/e/〃 〃・マ ノ)

●

8検 収 伝 票(検 収Prク 乙、zssLe/e/Oo,9/) 6>＼ 輝 侯 東(入 庫PrCe.ssLeva/o。 功

(z9)



●

亨

◆

o)

工LE.,LAYoし ノ不

実 才子 予 算}=!LE〈Leゾel

● ・4・o

オ製 〔1製 実
}ロ

ダ 言 ・品 行

1㌫纂

原 価 演 目 副 実 行 奪 算
主
真
束黄

副
資

纂

.労
務

費

タト

注

責

間,

接

蓑

菅
垣
貴

特
別
黄

経

賞

遣
線
黄

予
算

※
蔽

苦
笄

実
績

予
算

実
績

ざ 実
算 績

苦 笑
冥 福

寺 実
算 績

予
算

実
績

予
算

実.

領

予
算

実
績

・

)〃(L・2Ve/外 注 戸!⊥ε

・
支

㊨

肪

区

分

・
〔人
　ア
ー
タ
ス
ピ
コ

ト

ト

長

K

日

数

-
禾

良

原

因

ぜ ら び り め の メ の タ ぱ ご 　 ゐ る ぷ ず

契 発 寒 発 表 耐 纏)》 倹 〉＼一入 入 按)＼ 不

約耀 き 論 難 竃 荷4ぷ
日 量 期 額 杵)客 好「量 音 量 臼 田 百 百 故

 

・
未

着

ゴ

ー

ト

・
注

文

書

番

号

,
品

番

・
部

品

ゴ

ー

ド

・
製

昆

コ

ー

ド

'
オ

ー
ダ

ー

番

号

2)(LevellL外注

い タ リ る タ シ タ む 　 や ト タ
エ の ト メ の 方 方 ヤき タ 　 マ リ ト ロ ロ コ ロ

古裂 部 品s>主衰 勢 手 提希 築 堤 発 ・麦 雨 納 入 倹)＼ 人 入倹 木 木 榎 遅 元ξiろ美

㌶1㍉ ㌶鱗:‡霊 嬢 筒状叢論 髪奮
号 ド ド桓 号 ド日 量 量 目 期 算 額 杵 法 市 量 運 聖 日EI日 数 因(A)薮 〈9>K分

0)に ∈(⊥ 召}/匂業 者

/)(⊥ ε γ之/老 声は

(30)
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o〃 丁 ρ〃zs

ノ 裂 日 別 原 価 項 目 別 実 行 予 ・算 者(発 注 ∫『xoce6s ムεμ/ o)

ら

》

'

ノ 都 島 剛{算/実 績 対 比 表(是 注Px。cess⊥eγe/2)

づ

ヤーダ縛

)～ズ♪〈xscx×K

×)← 部 語別 芙行 寄算 普 経

都 忌 コード

ズqxXMX

》〈〆×)(× 叉 〈

×〉〈×Ktx》(

部品 旅 ま気格

×うくY<XK><KKズt>Oく ⑪～叉K

メ×y×K)(、 〈K丈XKX(× メXK

)◇(9SC)()<KK×KX浜 メ.xK>ζ〆K

又EV(o)

片庚

、〈×w丸(又

メくピゼ/

)〈× ㎡×㎡

区 ・分

X

X

×

寺算

イ乍 成`∈1

実績

)(tY〆M`x× ××xピ

(メ めyxX>(¥、 〈ピ×x

>(》〈戻M㎡x

6ラ./o,.2ヂ

備

,/

2 支 ㊨ 款 、Lノ$丁(発 注Pro⊂ess L'eVel 0〃 尺 エ)
、

業 者ゴード
× ×× ズxx×

,(× ㎡×tX

)e)(支 給 斌L/5丁 丁)ex

素 首 看 ・ 枯 料 ゴード
)◇〈X)〈t>(XXXX)(× メ メ××K》(SC双X)(

ズ ×〉〈双 ズx双

双 収x× 双X状 ×xメ)(xxメx》(xx

)く)(XXX× メメ×

REしs(工)

材料酷 名称
YY、 〈メfXメ メ♪〈)(Xxx'X

メ×》○〈×XX×X×?(メ 〉(X

>〈》ζ〉(x》(㎡x〈 ×x、x文人

y× 》(×K>〈Kメ 〆♪(メXK

ysc×Kxx)b(

数量
)(x(xK)〈

〆、ζメ×メ民

)<xl>(Xメ)〈

X)くXメ ×X

××メttX

イ巨…茂百

支 給 日

×》《× 〉(㊦ ぺ

XOく.メ 》ぐ1メ'〈.

×)〈、〆×.)〈x

)く)( ,)〈×.》CX

××.メ ×

/f./ク 、2ダ

支㊨場所
×××〉ごwめ6〈 〉〈べ

)く×X.)◇ 〈(X)くx(

ゾ××x、06(×x

∨××x'×1(xsx

ノ〆'
,/'

メ～6く

3.'叢 差 別 繍 期 達 成 率 一 覧 表(検 収 月Xoご己∫SZeレ/aノ エ.)
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]隊ピピ列記 ずゐ。

　 ロ　　　ヂへ 　 の　ヘ コ　いにロ　 　 ゾ 　　

産 量〃勉 吻 ンズピードソ 淵 クノレ〃ム咳 払、てより.

標 準工程の駈㊧鰯(,繊 汲 わる嗣 乙くの天ぐ
捌 記 ずゐ。

テ__一___._.一_____,__ノ

－
KEγ)真白
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●}圭 産 余 力 フ ア イ ♪レ
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吃
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ゐ
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計
画

Z

ソ
外

〃

・
計
画

了

ン
棄

て薮
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千
言

薮

奔

)

●

=イ
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ン
ズ

ピ
ー
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.

φ

配

置

人

数

・
最

杢

程

数

●

ラ
,4
ン

番

一着

(
ヲ

4ン
外
要

員

匂
含

め
ゐ
)

・
袈

可
能
人
数

・
芹
菜
、年
胃

目

ρ
蛋

ぺ
区
番
霧

砲=
/}

訟欝瓢
x
●

ガ幽在↓…○

総
覧

・璽

・
曇

指
示
絞

"
蚤

§

番
善

・
ロ
ッ
ト
番
暑

ラ齢O

・
製

蚤

コ

ー
ド

一=
、

切線 副(組 立くうれる蘇'ての

蹄 び くのロバ聞 、て砲 ・

(ρ娠 ノ 砲 α励 ⊃

./
'

(!、

② 衆 ガ フ ア イ1レ に 、dl.ピ う レ て も ρWRec`azzaCぶ ＼脱 疾 く"

め 九 つ 利 計 画 蛮 褒 指 示 変 更 疑 の ビ き.巖 動 ▽ ン

ス を試 算 ダ ゐ ・乙き 〃)薮 拳 に ぽ ゐ 。

② こ ⑳oWメ ～ecan〆 の 部 分 に 計 画 デ ー:ダ!ぞ け(・ な く 実

績 デ ータ 迄 記.入fbこ'と も 彦 え リ ノ1しb・

㊦ こ ⑳ ∠)!altdeZRee`e.e・C⑳ 部 分 を 旭 の プ ア イ ル に 覆 い く.フ

ア ノ ノレ商4)テ ーユ ノ ニ ン タrcよ りA青 板 を緒 〃こ＼つ}ナ る='∠ も 彦

え う れ・ゐ が 、 能 率 よ く 者 く だ ろ うが ア,

●

●
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OUTPUTREPORT

⑫ 庄 産 計 画 表(・3ケ 月
.週 間(又 ば同 割).}ヨ)剥)

7e文SEI,SAxV,-KEIKAκ し{HYO/7e)c

Nと～xxメK

(ライン彪)

CODE三

(鮨 工 心

ニくペズ ヘ ピ

籔 一;

ズズヘ メペ

c年 胃:オr/>7)

メか 烈 パ ー ペ ⑦

/㌘週 ②日)(勇r二 画 の目)

ンヒメ ズ ズ ズく メ メダズ ピ ダ イ

1'x`:Z芸 驚叢 哩蚤別蛙 鍾)

人㌘田舎+娠)

× 又 又//イ

メ メ メ ノ〈〉〆〈
'人xxtX(

。 荘 厳 別 当 衰

◎ 国 別oぐ ぽ冒用)ど 日別 の展 開 の.る・離 と用 意ヌ'ゐ 、

◎ オブ2,3冒 ば 、〈培 七教 董4)表 示 に 止 め る 、

海 月・才ソ副⑦ ㊦
◎

乏ζノ4工κo・..荘 工、s!4/〆/∫ γレκκ/4

帽 頭 碑 段 〉(注 産)(蜥)

じ㍑ 胃)

,∫乏工、∫,4rw

⑦ 月頭 匠 軍 費 ぱ 、filE9フ ア イ1レ}(計 上 こ れ て し＼

る 予 だ 教 で め る 。

② 城 南 故1∈〔,販 娠 計 画 数(予 測 又 ば ※ 注')(ご あ

ゐ 。

◎ 生産 数 は,在 庫+庄 産 一 敗 透 に よ ゐ 月 末 在 庫

・ 」汲 水 遠 正 規 模 を 保 つ よ う に茨 め う ∬しゐ 。

(55)



● 総 組 」〔逆 産計画 反

正

罧Soo-Kレt・t■rATE8Eエ,□ λ仁kξ エkA`κ シ みyo× 千tt .,PACTEκK.x

β/61xx)くxメfK

人ライン番言)(口 覆 番号)

α～oεter旭 ○ ◎ ・s"・PEC◎

!鮨 コード)'(ロ パ 罷 月 頃 萱)/瞬 脂 細)作 業 犀 冒 巨).、..
'

× κ κ_xxメ 、t'xK〈 パ 双 メxxκ 尺 … ・ 〈 × メ ーxg－ 双

κ.♪(!〈 一 × シY×K× 〉ζ メ 叉X♪(〉 く メ 〆 ×)〈 一ー ー ノ〈 メK

X)〈 〉(一 × ♪くK戸 〆XKズ ×Y〕 〈)く ス × ン ペ ・・-X、 メK

liili②

_一 一… 一 ～ み
_/

/一イ ー
＼ ・～ _、_,_,一 ンー一 〆 一"一戸…}　　 (⊃ ロ

ット睡 注すゐ瀦 .げソト番唇ピ教 皇が入み.・・

◎ 単岳 匡正o場 合ぱ 賦活番易が∋・る。

◎ 製活ゴードぐは椿Kで き宜{＼特殊 ぱ で1磯上の注意額 がこ入み 。

② 半業 日ぶ'変わるピころぐ・打聞 をあけゐ.。

ψ

'

・ 総 組 立賃樽 計画 表

Xf8(70-kLノ μ 工rA.7五FOkA・ 一}〈E工 κ,4KL/〃Yo茶X

No.K× ×

じηン番長 ⊃

DArE∠ ρτ!砲,MAA/ム ぷρξ巳)FPtrcHぷr■ME

U畷 日 日)tロ ット砺)t蛭 皮)(シ ンえピー・""〕(ヒayf,f/4)1段 纏 頃 南)

X(一 双 －Xκ × ×XKX(X〈 双 ・ メX'XKXκifK・ 双 双 ×K・ 〈 ・ズ双K

ノ(メXKxXメ ×XX)()〈 ・。く× ×)〈 メ ノ〈.× 〉〈×× ノ◇×)く.× メX×

②

⑦

②

◎

工数㊨計ぱ 標準工数 ピ基狛 こ計算ゴゐ ・
ノ

日毎合計,画(ヌ ば匂)昇 合計 を〕置這集計 ゴゐ 。

綬破轡爵直1および爪正劇 ピ集計 、碇 稼好率X講 ずゐ。

t r

`⑱
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、56付 属 資 料

作 業 能 率 管 理

本 文 で」遊 べ う れ て い る 庄 逆管 運 の 形 え 行 乞 εD}フ の シ ス プ ム・("示 し}こ 一

例 ピ レ く,岸 巣 能 率 管 玉望 を対 しー(お く 。 炉 業 態 印 菅 垣 が1直 用 さ爪 ゐ脇 ば組.

止ヌ は カロエ の サズ・シス テム で あ ゐhX".例 で も み うぬbよ ら|Zイ悸素 首 超 の 中

で 、 寮麺 〈"の管 極 意 ピ・.今 日kgtrtEl産 信 ヨピ のkえ 有力ぐ多 少 忘 リ ピ じ匠 込 ま

れ てk＼bの を時 速(Yす る σ

な ぢ 研 竜 が＼すYC・1(クM、 こ 久 ＼ う 実例t2f>6NしY"し 遅 出 すIP¥E(・ ・

あ るバ.中 直1擬 轡 で ば この 炉 巣 緒 超 の渕 だ け な の で'.一 応 村 辰 翼 料・ピ レ て

お(＼ 迄 。

し赤 し 、 鱗 被 呂 蓄 で ぱ これ う の 村 長 資 料 も含 め て,金 漆Wな 再 位 置 づ＼

げ 迄 竹 丘 う 予だ で あ る 。

¶

(S7)



実績集計ファイル作成

;

i

「匿 」

i

i

i
L_[ラ ー一・リス ト.

ん〃、ん

ざ 　 　 　ハ
ノ手業 カ ー ド＼

読込み斧 スz

緬

マスダー

グ超の鹸 集計 フアノノレ

/芹 業 カ ー ド 龍.込 み

フ オンー マ ツ ト エ ヲ ー 〕ぱ こ め

時 来 で リ ス ト す ろ 。

280尺7ー

工程 ガ ～ ド＼ 部 活番皆 順)z並

べ る 。

3チ エ ツ ク 没 乙噸 ミ計

・部 后 マ ヌ〔こ夕 一 で・工麗 ゴ ー ド＼

ビ 部 活 番 看 を チ エ ツ ク レ 蒙

り も4)ぱ エ ラ ー リズ ト へ近

しL＼ も6り は擬 華 府 阿'ピ 職 場

ゴ ～ トを 造 記 す る,又 聞 一

工程 コ ー ド',部 活 番 脅 の も

のは 集 計 す ゐ 。

工数 マスタ ーフ ァイル 作成

麺 の額 鮎 ヒフア/ノレ

「一 遷 二(
＼＼

＼＼

司
」

㌘

…

}

ド

ー

ア

ー

フ

ピ

///
/'

/

⊃r
＼

ノ 更 新

今 壇 の 〔 数 実績,標 準 時 面

皮 ひ"ラ ンク チ ーフCル 方 一 ド＼

}(よ り.グ 週 の ラ ン ク 乞 ×

定 レ.二 選(マ ズ ダ ー}て'参己ジ＼

す ゐ.こ の 蕨 最 古 の 遜 主 治

す 。

グ画 の

主遣α ダー

(s8)



週 報 イ乍 成

、

ー

L

グ週 の

エーw'7xXY－

ランク分 け囲 穀

/

z

工 数'て ジ<ダ ー のぶ6>尺 丁

工 数 マ ス ダ ー フ ア メ ル を職

場 コ ー ド＼1工 程 コ ー ド'部

活 コ ー ド の 順 ぐ並 べ 心 え 冶 、

織 筋 毎 ラ ン ク分1ア面 接

3職 場 毎 実 情処 置族 願 書」

難 矩置炭頬著

4

一 ア
グ圏 の
工釈 スダー

4実 需部 品 ラ ン ク推移 リス ト

,

＼ 、 ^一_〆/

勲常多階 ランク据彦 ソスト
(s9)



月 報 作 成
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ロ
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＼

一

マ
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…

ノケ均ガ⑳ 話 込 み テー,%

/.∫'(ク 尺 ア

ノ ケnaaevataN-7e(4・S・Ei・)t

工程 コート訓 話 番 号 硬}ε 並 べ る 。

〃0尺K

⊃/人

部 断
マ天ダ一

目〕胡実績 プアイノレ

ス テ エ ツ ク

部 品 マ ズ ーダ ー ヒ ェ程 コ ー ド＼・

ミ郭{者 番 彩 を チ エ ツ ク レ脚 湯 コ

ー ド
,ノ標 準 時 何 ピ 頂 記 す る ・

3ぷo尺 ■

百 聞 実 績 プ ア ノ ル を 職 場 ゴ ー

ド'、 ク ・ル ー フ。=コ ー ト,ノ 冨 ノ/ゴ

ー ド'を{〈E>/)Cレ て 並 べ そ八 え

ゐ 。

4」 固人 別均 形 率皆 堕 民

`}一 一一一

{

/」ンに
ノ ン
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琢虐]実績 フアイノレ

ぷ グ ル ー プ別 工数 ※績 表

グ)↓一フら別 工数 実ii漬表

璽
ソ

⑳/

徽ゴ
∠=〔 数 放 言丁部 活 リズ ト・

ヌし)匿〔冶」連8悲 して ノ乙)oタ∠》く」二

⑳ も ⑳ を リズ ト す ゐ 。

て救同調 ∫后リズト
,
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○ ラ ン ク テ ー プ('ル カ ー ド＼

3 c D F θ … 〆方

..一一_一 一__ノ ＼..一.__一_.____一.Y
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,

しノ　　 に　 　

癖 時 間/mofi以 ヒ

へ
＼ 、
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＼
//

/

___一_/^}← へ!一 一 一 一
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＼ 標準
時間
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β c ρ ど 戸

巳

θ

80～4/ 乙 o E 戸 ゲ
一

∠0へ8/ o ε 戸 9
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工数マ スターの更新
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巽 』常 処 置 依 頼 書
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e

6ATdeの 動 向

本 論 文 ぱ 製 造 業 　(お け る 正 直 管 理 を 研 究 嗣 五 ㌧ 荷 車 宮窪,匿 産 言「画']二

度 磨 理 、 質 貫 首 産.活 贋 首痩,原 砲 塔 望 寄.お よ ぺ全 く ⑳ 主 産 活 動 ピ ピ 含

拍 シズ テ ヘ シ して ヒ う え,㊥(・ 寮 緬 で信垣 明 ・ い ・ う※ 勢 ピ 褒 詞 ・

て き 迄.こ の 孝 で 白、 これ ま く・・1(提起 さ爪 た 向題 意 等IZ対 ダ る尾 察 乏 亘 び

て 割Z ,軍 ピ企 菊 こお け ゐte産 倦 望 ② シ ズ テAが.Yり 好 ぶ さク拶 の勤 向

に つ)い て 簡 単 尼み、れ く み 長 い 。

6-/シ ス テA目 茶 、て つ い ζ

実 施 段 閣 ・於L＼ て、 個 別 に ス タ づ し酷 吏 宮 垣 の す ブ シ ズ テAは ・

総 合 蒲 色 乞 壷 吟 出 窓 時 点 の 目 標 で あ ゐ ト 一 夕/レ シス プ へ"移 幻 レ

て 行 く 。 当然 受 の 老 衰 逐 程 乞 通 じ＼<,シ ズ テ ム、Yし て の ノK。ノ ン}＼ も ズ の

よ う ξ〔按 行一が＼冗多え う ∬tZ),

(力 能 率 壱理 事 心 が ら ア ノデ ア栴 慈 ヰ〔心 へ

C2)檀 マ の綻 制 力＼う総 合 的 まJleラ ン ニ ンタ・ぺ

(の 短 期 肉 な 周 期 計 画 牛に 八b.殼 繭・授 賓 や 長 銅 援 金 超 藍 等cz)長 銀wな

ス ロ ジ＼エ ク トフ ラン ニ ング・平 心 へ

肺 こ ⑳ づ ラ イ味 さ}ほ シズ テ如 ま 経 営着 順 思 破 虻 つ禾 水 着

岡釣 ぽ桂堵 ピ 持 つ に至 る わ け でめ ゐ ・

この揚 冶 この シ ズ ラAバ 堰 荻Vゐ 壱埋 資 料 ぱ)瓦 葺 に 応 じ て 任意12年

瞬 されhも ⑳ で め クK〈 こ に は 、経 薄 粧 迄度 外 視 す ゐ 妻 ぱ 絶 対 、Z許 こ

れ 劇 ＼.縮,脅 聚1α ぺ 甦 得 た も のオ腰XさpAh・ 元 長 ぷ 手跡

的 な し 、"・一 い ま 一網 法 主 れhべ き で め ゐxkえ る ・

こ の よ ク な シズ アA敬 え ゐ 、つ 助 デ ータ フ アカ レ)aア ク ヒス 「・「t・

す ゐ 迅 速 妊 ・球 脚 励 離 バ 要 東 さ れ ゐ ・ この 時 知 遷 し て,枝 根W

ぼ裏 付vyし て 工尺 の毛 起 ド造 び つCXtzこ の シ ス テ へ)牛MエS卿va

宿 歳 ぴ了ピニ融 合 して(＼ 〈 。

た だ こ のデ ー タ フ 川 ル ピ 維 持 す ゐ鋤,ソ ース デ タ 収 紗 問

題 は疲 蕉 〉 し て 」く さ く残 る 。 ハ ー ド的 に は.バ ッ チ 蹴 処 理 ど並 λ で㌧「ン

刀 ン シズ テAの 活 用U・ う 都 踊 パ ・6"ayKN)ほ で の テ㌧ 奴 集

め ゐヵ＼は ど の程 度 ま で の 管 理 資 料 乞 唾 来 すIPbXYい 〉 ト ツ フ ⑳層 理

動 絃 知 躯 緒締 す ゐ 一 ・⑪ デ ー タ 〃か ゲ げ レ ・古 一 ド 肺 ゐ

(〆9)

L



、∠い う
,愚 は 蒸ζく 迂 る も の ＼∠唐 じ た い 。

6-・ 之 シ ス テAの 援 境 に つ 人、く

稼 動 宜 庄 産9S9シ ス7Az/FYよ が ゐk、 ま た、 翻 しが＼シ ズ ヲA・ ・tl－レ

く 高 い劾 粟 ピ あ 胸 劇 之.～ ＼く つ ひ の 甑 牽 緋 バ 孝 庚 励 しく さ た.QdL

う の 湾.特 に皇 来 乏 次 の 二 朱 、(絞 づ'く み た 。

ω 標 準iltl4)徹 底

(⊇)在 営 着 の 安 痔

菊石 は 、遊 走 傷産 シズ テAが 脅 度 ち 実 施 芝 ♪l/るk)z、 ま 亨 ま す徹 底

1こ)'しな け 孤1ま・な う な い 。標 準・逆 の も6り のes?JE{は 軍 く毒 し い 争 で・あ ゐ ぶ' .

r順 劇 鍵 産 卵 聴 紗 挺 う 部 活,汀 料 の規 格 い 磁 レベ ノレのceE

巡 ぶ ワ進 ん で ,業 亮 そ の も の たよ で・老 農 さ 弧 よ ラ 。

最 微 に鞭 ぐ・は あ るバ.在 営看 の 支 持 ビ い ラ点 ピ つ 、＼て灯 記 した(＼ 。

従 来 の 昔 年 業 主茶 、Z敵 し 惣組織 が ウ コ ン ピ ュ ーダ 色道 冥 ど レ て 使1＼

こ 広 す の 尼 直 レ吃 薪=し い企 業 内 、組織 π 再編 放 す ゐ 孝バ,革 新 的 ほ シス テ

へ 亙拒 りと げ ゐ の 、引逆髪 で 劾 ゐ 。 こ 如d沃 レて,従 来 の組 織 、硝 嫌 紗Z

コ ン ピ ュ ーダ 部 情 文 設 置 すれ ぱミ'孝志 リ ゐ＼∠ い う意味 で は な(＼ 。 この 組 織

改編raK 、 あ ゐ建 の 菜 猷 脱 要 ピ こ れ ゐ が.敬1ビ す ゐ企 業 競 争 の 卿 乙企

業 ぶ 唇絶,悉 展 す ゐ 為rcぱ 長 井Y－ も行}りitゐ べ き もの の 一 つ ど着 じ ゐ。
」

生 産 嘗 頚 の シ ズ ヲーへ が 灰 粟 ピ あ げ 縛 る 方＼否・.かぱ ,緒 脅 ト ツフ に 立 つ 経 曽

看 が.被 う い ク た 倍 速 制 度}(謙 虚 な 意 味 で・の 閤1じ と痔 づ て(＼ □6× 否va.

力＼パ、っ て(＼ ・る ピ 吉 え二よ う,

1

塾

(クの



7あ と 八 き

こ の 準 向結 慕 敦 百 は,結 論 閤 に ぺ っ く現 授 階 に お け る 一応 の唯二め では 丘

く.あ くま で・.こ 〕nま で の フるげt三 天()研 ≧宕)に お1ナ る"/尚 ア面4iピ こナ亮ぞ落

すゐ に す ぎ な(＼ 。

し たが㌧< .グ 駒 穀 皆 は.出 題 煮 へatR9・,劇 纏 め 諸1・ つ いて 決

して 愉 で ぽ く,シ ス テ ム 化 酬 溶 、※ 網 間 程 劇 て つ{＼ て も,各 研 究 員

が/b胃.末 よ で に 実 施 レた研 克 成 戻 セ 調 整 す る こ ヒ な く ・Cり ま ピめ 蛋 旨 し

た もの で'あ ゐo

な お'覆 皆 内 誉 尼 っ/、 く ば,一 応/・ 胃 末 斑 症 の も の で め り.//再 度

)そお1ナ 、る横 雲姥}粟 ば ② ま れ く 人＼ 迂(＼ 。

ノ/同 慶>i>(降}乙 つ ＼＼て は,下 記)て 示 ダ ス ケ ジt-)レ 重 り、 こ)yしよ で の 反

省beめC最 終 ヒ リ まVめ ・ 乞 行 な ラffで め ゐ ・

項 目 /ノ ロ /又 肩 /日 之 胃 3胃

○ フローチ了一ト ＼

堰 め
ノ%

・金 味 一 →

・ サ フ・
・ 〃7

→

②%プ アカレ謹書
%%

一 一一〉 一 →
乃タ

→

オ

一 〉 →

オ 最
之

印刷
一 →

寛市

解説 ※
ま

万(終
疹 チ
エ エ

◎ シズテA解 を
一 一 ノラフ

、P→
あ ま ツ

〉 ク
め

・全 紙 すス

・前凝新 ㍉劉 ＼

彦え万

@主 文 まとめ
浄 ヵ2→ 一 ノ

◎ スロ グラA

・ フロ ー テ∨ 一 ト 〉

い
'フ ロク ラA 〉

・ マ ニ アル
…

〈7/)
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